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高梁のまちを駆け抜ける
今月の表紙

　「第 40 回市民健康づくり愛らぶ高梁ふれ
あいマラソン」が開催され、約 900人のラン
ナーが沿道の声援を受けながら、ゲストラン
ナーと共に城下町を駆け抜けました。

●成羽長寿園・成羽こども園が完成（Ｐ２～）
●市職員の給与などの状況を公表します（Ｐ６～）
●まちのできごと（Ｐ８～）
●特殊詐欺にご用心・高梁警察署だより（Ｐ10～）

主な内容
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テープカットの様子（成羽長寿園前）
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成羽長寿園の概要
定員…６０人
施設内容…居室、集会室、調理室、共同生活室、
医務室、静養室、ケアステーション、食堂など

延床面積…３４９６㎡
開所日…平成31年３月１日

２ 階

１ 階

医務室

共同生活室

食堂室

居室

養護老人ホーム 成羽長寿園

吹き抜け

浴室浴室

共同生活室
居室（10 室）

調理室

食堂室

共同生活室
居室（10 室）

共同生活室
居室（10 室）

共同生活室
居室（10 室）

共同生活室
居室（10 室）

共同生活室
居室（10 室）

テラス

テラス

浴室洗濯室

ケア
ステー
ション

EV 階
段

吹き抜け

吹き抜け
集会室

更衣室
会議室
医務室
静養室

吹き抜け

EV 階
段

職員室

ト
イ
レエントランス

出入口
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成羽長寿園・成羽こども園が完成

成羽こども園の概要
定員…120人
施設内容…保育室（０～５歳児用）、遊戯室、
職員室、子育て支援室など

延床面積…１５２２㎡
開園日…平成31年４月１日（月）

絵本の部屋

遊戯室
子育て支援室

保育室
保育室

園庭 トイレ（０歳児・１歳児）

成羽こども園

職員室会議室子育て支援室

教
材
室

トイレ
 　    　

トイレ
 保育室
 （０歳児）

　保育室（２歳児）

　保育室（３歳児）

　絵本の部屋
ト
イ
レ

　保育室（４歳児）

　絵本の部屋

遊戯室

給食室
（調理室）

 保育室
 （１歳児）

職員用出入口

来
客
用
出
入
口

園
庭

※黒線は出入口

　保育室（５歳児）
ト
イ
レ

１ 階
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7. 職員手当の状況
(1) 期末・勤勉手当

区 分
支 給 割 合　（月分）

29 年度 30 年度
期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当

６ 月 期 1.225 0.85 1.225 0.90
12 月 期 1.375 0.85 1.375 0.95

計 2.60 1.70 2.60 1.85
職制上の段階、職務の級等による加算措置 … 有

(2) 時間外勤務手当（平成 29 年度）
支 給 総 額 138,319 千円
職 員 1 人 当 た り 支 給 年 額 282 千円

(3) 退職手当（平成 29 年度普通会計）
区 分 支 給 割 合　（月分）

自 己 都 合 早 期・ 定 年
勤 続 20 年 20.4450 25.55625
勤 続 25 年 29.1450 34.5825
勤 続 35 年 41.3250 49.59
最 高 限 度 額 49.59 49.59
１人当たり平均支給額 1,973 千円 21,235 千円

※‌�支給割合は岡山県市町村総合事務組合の規定による（市長・
副市長・教育長・特定任期付職員は除く）

(4) 特殊勤務手当（平成 29 年度）
区 分 全 　 職 　 種
職員全体に占める手当支給職員の割合 30.7％
支給対象職員 1 人当たり平均支給年額 287 千円
手 当 の 種 類（手 当 数） 14

代表的な手当の名称など 救急業務、清掃作業、社会福
祉事務、夜間看護業務

(5) その他（平成 29 年度）
扶養手当 配偶者、子どもなどの区分により扶養親族１人につき

月額 6,500 円～ 10,000 円
住居手当 借家などに限り月額最高 27,000 円

通勤手当
〈交通機関利用職員〉

６カ月定期相当額（支給限度額1月40,000円×６カ月）
〈交通用具使用職員〉

通勤距離を基礎に積算した額（支給限度額 1 月 30,000 円）

8. 特別職の報酬等の状況（平成 30 年度）
区 分 給 料・ 報 酬 月 額 期末・勤勉 手当  （月分）

６月期 12 月期 計

市 長

～ H30.4.6
747,000 円

（830,000円を10％減額）

1.85 2.00 3.85
H30.4.7 ～

830,000 円

副市長

～ H30.6.6
603,000 円

（670,000円を10％減額）
H30.6.7 ～

670,000 円
教育長 600,000 円 2.125 2.325 4.45

区　 分 給料・報酬月額 期 末 手 当  （月分）
6 月期 12 月期 計

議　 長 425,000 円
1.60 1.70 3.30副議長 357,000 円

議　 員 342,000 円

３. 勤務時間その他の勤務条件の状況 
1. 職員の勤務時間（標準的なもの：月～金曜日）

勤 務 時 間 午前８時 30 分～午後５時 15 分
休 憩 時 間 正午～午後１時
1 週間当たりの勤務時間 38 時間 45 分

2. 年次有給休暇の平均取得状況（平成 30 年）
平 均 取 得 日 数  8.6 日
取　 得 　 率 23.0％

※取得率は、取得日数÷付与日数により算出

3. 育児休業の取得状況（平成 29 年度）（単位：人）

区 分 育児休業取得者
（うち前年度からの取得者）

男 性 職 員 ０（0）
女 性 職 員 16（5）

計 16（5）

４. 職員の分限および懲戒の状況 

1. 分限処分の状況（平成 29 年度）　 　（単位：人）

区 分 降任 休 職 免 職 計
勤務実績が良くない場合 - - - -
心身の故障の場合 - ３ - ３
職に必要な適格性を欠く場合 - - - -
刑事事件に関し起訴された場合 - - - -

計 - ３ - ３

2. 懲戒処分の状況（平成 29 年度）　　 　（単位：人）

区 分 戒 告 減 給 停 職 免 職 計
被 処 分 者 数 ８ ６ - - 14

※‌�再任用職員を除く

５. 早期退職募集制度に係る認定 
1. 平成 30 年度早期退職募集制度における
　 認定を受けた応募者数　　　  　　　（単位：人）

応 募 者 数 10

2. 募集期間
平成 30 年６月４日から７月 13 日

3. 応募対象職員
勤続 11 年以上で、かつ 45 歳以上の職員

4. 退職日
平成 31 年３月 31 日

※�高梁市職員の定年前に退職する意思を有する職員の募集等に
関する規則および平成 30 年度早期退職に係る募集実施要項
により職員に周知・募集を実施。
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市職員の給与などの状況を公表します

1. 職員採用の状況（H29.4.2 ～ H30.4.1）　（単位：人）

区 　 　 分 採 用 退 職 計
一般行政職（保育士含む） 19 9 10
技 能 労 務 職 0 1 △ 1
教 育 職 3 3 0
消 防 職 3 2 1
医 療 職 6 7 △ 1
企 業 職 1 1 0

計 32 23 9
※�採用には平成 30 年４月１日採用を含む高梁地域事務組合、
岡山県教育委員会との異動を伴うものも含む

2. 職員数の推移　　　　　　　　           （単位：人）

年　度 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度 28年度 29年度 30年度
職員数 671 659 647 641 635 644 645 654
対前年 △ 7 △ 12 △ 12 △ 6 △ 6 9 1 9
※地方公共団体定員管理調査より

3. 部門別職員数の状況　　　　 　　　   （単位：人）

部 門
職 員 数 対前年度

増減数
30 年 度 の
主な増減理由29年度 30年度

一
般
行
政

議 会 5 5 0
総 務 107 106 △ 1 事務の統廃合
税 務 17 18 1 欠員補充
農 水 36 35 △ 1 事務の統廃合
商 工 7 8 1 体制強化
土 木 33 35 2 体制強化
民 生 81 79 △ 2 事務の統廃合
衛 生 31 33 2 体制強化
小計（Ａ） 317 319 2

特
別
行
政

教 育 93 100 7 体制強化
消 防 68 69 1 欠員補充
小計（Ｂ） 161 169 8

普通会計（Ａ）＋（Ｂ） 478 488 10
公
営
企
業
等
会
計

病 院 92 97 5 組織の再編
水 道 11 11 0
下水道 6 6 0
その他 58 52 △ 6 組織の再編
小計（Ｃ） 167 166 △ 1

合 計（ Ａ ） ＋
（ Ｂ ） ＋（ Ｃ ） 645 654 9

※�職員数は一般職に属する職員の数で、地方公務員の身分を保
有する休職者、派遣職員などを含む
※高梁地域事務組合派遣職員のうち、事務局職員は除く
※再任用職員、非常勤嘱託職員、臨時職員は除く

4. 一般行政職の標準職務別職員数の状況（H30.4.1）
区 分 主事

級
主任
級

係長
級

課長
補佐級

課長
級

次長
級

部長
級 計

職員数
（人） 78 23 89 54 44 3 11 302
構成比
（％） 25.8 7.6 29.5 17.9 14.6 1.0 3.6 100.0

※区分の欄は代表的な標準職務名（特定任期付職員を含む）

１. 職員の任免および職員数に関する状況

２. 職員の給与の状況 
1. 人件費の状況（平成 29 年度普通会計決算）
住民基本台帳人口（H30.3.31） 30,955 人
歳 出 額          （Ａ） 23,488,163千円
実 質 収 支 411,178千円
人 件 費          （Ｂ） 3,928,944千円
人 件 費 率   （Ｂ）／（Ａ） 16.7％
※人件費は、市長・議長などの給与・報酬を含む

2. 職員給与費の状況（平成 30 年度普通会計当初予算）
職 員 数　（Ａ） 501人

給
与
費

給 料 1,840,911千円
職 員 手 当 314,074千円
期 末・ 勤 勉 手 当 703,122千円

計 （Ｂ） 2,858,107千円
1人当たりの給与費（Ｂ）／（Ａ） 5,705千円

※‌�職員手当とは、扶養手当、通勤手当、時間外手当、管理職手
当などの諸手当

3. 職員の平均給料月額および平均年齢の状況（平成 30 年度給与実態調査）
区 分 平均給料月額 平 均 年 齢
一 般 行 政 職 324,400円 42.9 歳

4. 職員の初任給の状況（平成 30 年度給与実態調査）
区 分 決定初任給 採用2年経過月給料額
一 般
行 政 職

大 学 卒 183,200 円 195,100 円
高 校 卒 147,100 円 155,500 円

5. 職員の経験年数別、学歴別平均給料月額の状況（平成 30 年度給与実態調査）
区 分 経験年数（年以上～年未満）

7～ 10年 15～ 20年 25～ 30年
一 般
行政職

大 学 卒 239,300 円 312,700 円 382,800 円
高校卒 213,600 円 279,400 円 350,100 円

6. 一般行政職の給与水準
ラスパイレス
指数(※1)

24年 25.4.1 25年参考(※ 2)
25.10.1
(※ 3) 26年 27年 28年 29年 30年

104.7 104.3 96.3 100.0 97.2 98.0 97.7 97.5 98.3
※ 1‌）ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を 100と
して比較した指数　※ 2）国家公務員の時限的な（２年間）、給
与改定特例法による措置がないとした場合　※ 3）給与減額措
置（H25.10.1 ～ H26.3.31）後の指数

　「高梁市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」に基づき、職員の任免と職員数、給与、勤務時
間その他条件、分限・懲戒処分の状況について、その概要を公表します。 問総務課☎ (21)０２０５

市職員の給与などの状況を公表します
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吹屋の町並みを背景に
２月11日　吹屋ふるさと村（成羽町）

ぼんばすとコスプレイヤー

　国重要伝統的建造物群保存地区の吹屋ふるさと
村で、「コスカレード in 吹屋ふるさと村（成羽町
観光協会吹屋支部・コスカレード主催）」が開催
されました。
　当日は県内外から訪れた約 30人が、アニメや
テレビゲームの登場人物に仮装。雪をまとった吹
屋の町並みでの写真撮影を楽しんでいました。

公園を彩るキャンドルの灯り
２月９日　うかん常山公園（有漢町）

装飾されたキャンドルが並ぶ

　「バレンタイン・キャンドルナイト in 常山」
（NPO法人夢風車うかん主催）が開催されました。
　並べられた約 1000 個のキャンドルの一部に
は、有漢東小学校・有漢西小学校の児童や有漢中
学校の生徒によりイラストやメッセージが描かれ
ました。当日は花火が打ち上げられ、来場者は冬
の幻想的なひとときを楽しんでいました。

高梁特産の食材を味わおう！
２月22日　市内各小学校ほか

夢大納言小豆の生育方法を説明

　「地域特産の夢大納言小豆を学校給食で食す会」
（市・びほく農業協同組合主催）が開催され、夢大
納言小豆を使用したぜんざいが給食で提供されま
した。
　この日は市内学校給食センター管内の 33校園
で 2410人が実食。地域で生産した自慢の食材を
ほおばり、笑顔を見せていました。

市内企業の活性化を図るために
２月22日　高梁国際ホテル（正宗町）

ハローワーク高梁・丸
まるやま

山隆
りゅうじ

二所長の講演

　市内の企業と関係機関が交流・情報交換を行う
ことで各企業を活性化させ、地域経済の発展につ
なげることを目的に「高梁市企業懇談会」（市主
催）を開催しました。当日は市内企業 21社 25人
と関係機関の 14人が参加。「雇用」をテーマに、
高梁公共職業安定所や岡山県産業振興財団などに
よるセミナーが行われました。
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まちのできごと

館内の様子講演会の様子

郷土の偉人を後世に伝える
2月24日　山田方谷記念館（向町）

開館を記念したテープカット

　旧高梁中央図書館を利用し整備を進めてきた山
田方谷記念館の開館記念式典を開催し、約 120
人が出席。テープカットの後、出席者は館内を見
学しました。
　また、高梁市図書館で行われた開館記念講演会
では、岡山県立博物館総括参事の竹

たけ

原
はら

伸
のぶ

之
ゆき

さんが
山田方谷の藩政改革について講演しました。　

自分たちの活動を知ってもらおう
２月27日　高梁市役所（松原通）

協力隊員と参加者との意見交換

　地域おこし協力隊や移住コンシェルジュの活動
に理解を深めてもらうために、「高梁市地域おこ
し協力隊・たかはし移住コンシェルジュ活動事例
報告会」（（一社）梁クラス主催）が開催されました。
　当日は協力隊員４人と移住コンシェルジュがそ
れぞれの活動を報告。その後、参加者から寄せら
れた質問や意見などに答えました。

神楽のまちを走る
3月３日　成羽文化センター周辺

ゴールを目指してスタート

　「第 32回体力つくりなりわ神楽マラソン」（同
実行委員会主催）が開催されました。当日は３コ
ース９部門に 236 人が参加。神楽のオブジェが
並ぶ成羽の町並みや成羽川沿いのコースを元気に
走りました。昨年の女子全国高校駅伝大会で入賞
（８位）した興譲館高校女子陸上部の選手５人も参
加しました。
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特
殊
詐
欺
に
ご
用
心

　
県
内
で
特
殊
詐
欺
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
平
成
30
年
１
年
間
の
被
害
総
額
は
約
３

億
８
０
０
０
万
円
で
、
被
害
件
数
は
81
件
で
す
。
そ
の
被
害
は
高
齢
者
ば
か
り
で
な

く
、
よ
り
若
い
世
代
へ
も
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
巧
妙
化
し
続
け
る
特
殊
詐
欺
の
手
口
が
、
い
つ
ど
ん
な
と
き
に
近
づ
い
て
く
る
か

分
か
り
ま
せ
ん
。
詐
欺
の
被
害
を
防
ぐ
た
め
に
、
あ
ら
か
じ
め
「
事
前
の
備
え
」
を

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
市
民
課
☎（
21
）０
２
５
４

　
日
常
的
に
家
族
や
近
所
の
人
と
話
す
よ

う
に
し
て
、
怪
し
い
と
感
じ
る
こ
と
が

あ
っ
た
ら
す
ぐ
に
家
族
や
知
人
、
市
役
所

や
警
察
に
相
談
す
る
習
慣
を
身
に
付
け
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

　
「
自
分
は
大
丈
夫
」

と
い
う
考
え
は
禁
物

で
す
。
市
役
所
や
警

察
か
ら
の
お
知
ら
せ

に
注
意
し
て
、
備
え
を
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
市
役
所
や
金
融
機
関
の
職
員

な
ど
を
か
た
っ
て
お
金
を
要
求
す
る
内
容

の
電
話
な
ど
が
あ
っ
た
と
き
は
、
ま
ず
詐

欺
で
あ
る
こ
と
を
疑
い
、
家
族
や
知
人
、

市
役
所
や
警
察
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

最
近
の
特
殊
詐
欺
の
手
口
は

振
り
込
め
詐
欺
以
外
の
特
殊
詐
欺

警
察
官
を
か
た
る
不
審
電
話

　
「
○
○
警
察
署
○

○
」「
県
警
生
活
安

全
課
○
○
」
な
ど

と
、
警
察
官
を
か
た
っ
た
電
話
が
か
か
っ

て
き
ま
す
。
そ
し
て
「
詐
欺
の
犯
人
グ

ル
ー
プ
が
あ
な
た
の
カ
ー
ド
情
報
を
持
っ

て
い
た
」
な
ど
と
話
し
、
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
番
号
や
預
貯
金
口
座
の
情
報
を
聞

き
出
し
て
き
ま
す
。

　
話
に
「
詐
欺
」「
銀
行
」「
カ
ー
ド
」
な
ど

の
言
葉
が
出
て
き
た
ら
要
注
意
で
す
。
一

度
電
話
を
切
り
、
該
当
の
警
察
署
に
電
話

を
か
け
て
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

「
未
納
料
金
」と
書
か
れ
た
メ
ー
ル
や
「
訴

訟
」
な
ど
と
書
か
れ
た
ハ
ガ
キ
が
届
く

　
「
有
料
動
画
の
未
納
料
金
が
発
生
」「
連

特
殊
詐
欺
を
未
然
に
防
ぐ
に
は

　

振
り
込
め
詐
欺
以
外
の
特
殊
詐
欺
に

は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

絡
し
な
い
と
法
的
手
続
き
に
移
行
」
な

ど
と
書
か
れ
た
メ
ー
ル

や
、
文
面
に
「
訴
訟
」

「
差
し
押
さ
え
」「
裁
判
」

な
ど
と
書
か
れ
た
は
が
き
が
届
き
、
電
話

を
か
け
る
と
「
裁
判
に
な
る
」「
訴
訟
を
止

め
る
た
め
に
い
っ
た
ん
お
金
を
払
っ
て
」

な
ど
と
言
わ
れ
ま
す
。

　
メ
ー
ル
や
は
が
き
に
書
か
れ
た
電
話
番

号
に
電
話
を
か
け
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

手口 件数 被害額
振
り
込
め
詐
欺

オレオレ詐欺 10 約 1300 万円

架空請求詐欺 52 約３億 720万円

融資保証金詐欺 ７ 約 520万円

還付金等詐欺 ６ 約 630万円
振
り
込
め
詐
欺
以
外

の
特
殊
詐
欺

金融商品等取引 ２ 2360 万円

ギャンブル必勝情報 １ 約 430万円

異性交際あっせん ０ ０円

その他 ３ 約 2330 万円

県内の特殊詐欺被害 合計 81 約３億 8280 万円

金
融
商
品
等
取
引
名
目
詐
欺
　
外
国
通
貨

や
有
価
証
券
な
ど
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
送

り
付
け
、
必
ず
利
益
が
生
ま
れ
る
と
信
じ

込
ま
せ
て
お
金
を
だ
ま
し
取
る

ギ
ャ
ン
ブ
ル
必
勝
情
報
提
供
名
目
詐
欺
　

パ
チ
ン
コ
必
勝
法
や
宝
く
じ
の
当
選
番
号

を
教
え
る
と
し
て
お
金
を
だ
ま
し
取
る

異
性
交
際
あ
っ
せ
ん
名
目
の
詐
欺　
「
交

際
で
き
る
異
性
を
紹
介
」
な
ど
と
い
う
嘘

を
つ
き
、
申
し
込
む
人
か
ら
あ
っ
せ
ん
料

な
ど
を
だ
ま
し
取
る

犯
人
に
指
示
さ
れ
る
現
金
送
付
方
法
は

宅
配
便
に
よ
る
現
金
送
付　
犯
人
か
ら
現

金
を
宅
配
便
な
ど
で
送
る
よ
う
指
示
を
さ

れ
ま
す
。
本
来
、
現
金
は
宅
配
便
で
送
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

コ
ン
ビ
ニ
収
納
代
行
サ
ー
ビ
ス　
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
店
頭
端
末
で
、
犯
人

に
指
示
さ
れ
た
番
号
と
金
額
を
入
力
す
る

方
法
で
す
。

電
子
マ
ネ
ー
の
購
入　
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
で
電
子
マ
ネ
ー
カ
ー
ド
を
購
入

し
、
そ
の
裏
面
の
数
字
を
犯
人
に
電
話
で

教
え
る
も
の
で
す
。「
電

子
マ
ネ
ー
を
買
っ
て
番

号
を
教
え
て
」
は
詐
欺

で
す
。
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高
梁
警
察
署
だ
よ
り

　
平
成
31
年
に
入
っ
て
か
ら
、
県
内
で
は

交
通
事
故
で
多
く
の
人
が
亡
く
な
っ
て
い

ま
す
。

　
交
通
死
亡
事
故
の
特
徴
と
し
て
、
夜
間

歩
行
中
の
被
害
、
高
齢
者
の
被
害
、
車
両

単
独
事
故
が
多
発
し
て
い
る
状
況
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら

○
夜
間
外
出
時
は
必
ず
夜
光
反
射
材
を
着

用
し
ま
し
ょ
う

○
早
め
の
ラ
イ
ト
点
灯
と
上
向
き
ラ
イ
ト

を
活
用
し
ま
し
ょ
う

○
横
断
歩
道
で
は
歩
行
者
を
優
先
し
ま

し
ょ
う

○
高
齢
者
は
自
分
の
身
体
機
能
の
変
化
を

知
り
、
無
理
な
行
動
は
や
め
ま
し
ょ
う

　
４
月
に
は
、
新
た
な
児
童
・
生
徒
の
通

学
や
、
転
入
な
ど
で
市
内
の
道
路
に
慣
れ

て
い
な
い
人
の
運
転
が
始
ま
り
ま
す
。

　
道
路
を
利
用
す
る
と
き
は
緊
張
感
を
持

ち
、「
ゆ
ず
る
・
と
ま
る
・
ま
も
る
」
を

実
践
し
て
、
交
通
事
故
防
止
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

問
高
梁
警
察
署
交
通
課

　
☎（
22
）０
１
１
０

交
通
事
故
の
防
止
に
つ
い
て

募
集
職
種　

①
警
察
官
Ａ（
２
０
１
９
年
10
月
採
用
） 

②
警
察
官
Ａ（
２
０
２
０
年
４
月
採
用
） 

③
警
察
官
Ｂ（
２
０
１
９
年
10
月
採
用
） 

募
集
期
間　
４
月
５
日（
金
）ま
で

受
験
資
格　

①
昭
和
61
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
の
大

学
卒
業
者
ま
た
は
２
０
１
９
年
９
月
30
日

ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人

②
昭
和
61
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
の
大

学
卒
業
者
ま
た
は
２
０
２
０
年
３
月
31
日

ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人

③
昭
和
61
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
13
年

４
月
１
日
ま
で
の
間
に
生
ま
れ
た
人（
た

だ
し
Ａ
区
分
に
該
当
す
る
人
お
よ
び

２
０
１
９
年
10
月
１
日
か
ら
２
０
２
０
年

３
月
31
日
ま
で
に
高
校
を
卒
業
見
込
み
の

人
を
除
く
）

第
１
次
試
験　

教
養
試
験　
５
月
12
日（
日
）

体
力
試
験　
５
月
上
旬

第
２
次
試
験　
７
月
上
旬
～
中
旬

問
高
梁
警
察
署
☎（
22
）０
１
１
０
／

岡
山
県
警
察
本
部
警
務
課
人
事
第
二
係

☎
０
８
６（
２
３
４
）０
１
１
０
／
同
フ

リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
☎
０
１
２
０
‐
０
５
５
‐

３
１
４

警
察
官
を
募
集
し
て
い
ま
す

特殊詐欺にご用心

　
防
犯
機
能
を
備
え
た
電
話
用
機
器
を
使

用
す
る
と
、
電
子
音
声
が
流
れ
る
こ
と
で

犯
人
と
直
接
話
を
せ
ず
に
す
み
、
ま
た
、

犯
人
が
話
を
続
け
る
こ
と
を
諦
め
る
可

能
性
が
高
ま
る
な

ど
、
被
害
防
止
に

有
効
で
す
。

主
な
機
能

着
信
拒
否　
番
号

非
通
知
電
話
や

表
示
圏
外
電
話
、

「
０
１
２
０
」
で

始
ま
る
電
話
番
号
、
あ
る
い
は
未
登
録
の

電
話
番
号
か
ら
の
着
信
に
対
し
て
、
氏
名

な
ど
を
要
求
す
る
音
声
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
自

動
で
流
れ
ま
す
。

警
告
応
答　
着
信
時
に
「
特
殊
詐
欺
応
答

モ
ー
ド
に
な
っ
て
い
ま
す
」「
通
話
内
容
を

録
音
し
ま
す
」
な
ど
の
音
声
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
自
動
で
流
れ
ま
す
。

注
意
喚
起
メ
ッ
セ
ー
ジ　
着
信
時
に
本
体

か
ら
「
特
殊
詐
欺
に
気
を
つ
け
て
く
だ
さ

い
」
な
ど
の
音
声
が
流
れ
ま
す
。

ボ
イ
ス
チ
ェ
ン
ジ　
女
性
の
声
を
男
性
の

声こ
わ
色い

ろ
に
変
換
し
ま
す
。

通
話
録
音　
通
話
を
録
音
し
ま
す
。

防
犯
機
能
付
き
電
話
用
機
器

岡
山
県
警
「
三
本
の
矢
」
作
戦

　
岡
山
県
警
は
、
特
殊
詐
欺
の
被
害
を
防

ぐ
た
め
に
「
三
本
の
矢
作
戦
」
を
展
開
し

て
い
ま
す
。

①
「
注
意
喚
起
」

　
メ
ー
ル
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
利
用
し
た
新

た
な
手
口
の
詐
欺
被
害
が
拡
大
し
て
い
る

現
状
を
踏
ま
え
、
高
齢
者
を
中
心
と
す
る

幅
広
い
年
齢
層
に
対
し
て
、
特
殊
詐
欺
の

最
新
の
手
口
を
紹
介
す
る
な
ど
被
害
を
防

止
す
る
た
め
の
広
報
を
行
っ
て
い
ま
す
。

②
「
水み
ず

際ぎ
わ

対
策
」

　
金
融
機
関
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

と
連
携
し
、
高
額
な
現
金
の
引
き
出
し
や

電
子
マ
ネ
ー
購
入
者
な
ど
へ
声
を
掛
け
、

気
軽
に
警
察
へ
相
談
や
通
報
が
で
き
る
よ

う
に
働
き
か
け
を
し
て
い
ま
す
。

③
「
身
近
な
人
を
守
る
取
り
組
み
」

　
家
族
や
近
所
の
人
な
ど
と
普
段
か
ら
相

談
し
や
す
い
関
係
を
築
き
、「
知
ら
な
い

人
か
ら
の
は
が
き
や
電
話
」
や
「
お
金
の

要
求
」
な
ど
が
あ
っ
た
と
き
に
一
人
で
判

断
せ
ず
、
身
近
な
人
に
相
談
す
る
よ
う
呼

び
か
け
て
い
ま
す
。

問
高
梁
警
察
署
生
活
安
全
課

☎（
22
）０
１
１
０
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保
健
医
療
分
野

久く
や
ま山 

秀ひ
で
ゆ
き幸

さ
ん（
南
町
）

赤
木
五
郎
賞

　

高
梁
中
央
病
院
の
脳
神
経
外
科
医
師

と
し
て
、
専
門
的
知
識
と
豊
富
な
経
験

に
基
づ
い
た
医
療
技
術
に
よ
り
脳
卒
中

を
は
じ
め
と
す
る
脳
神
経
外
科
疾
患
の

診
断
・
治
療
や
、
神
経
内
科
的
疾
患
へ

の
対
応
な
ど
地
域
医
療
の
第
一
線
で
活

躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
救
急
指
定
病
院
の
医
師
と
し

て
昼
夜
を
問
わ
ず
救
急
医
療
活
動
に
貢

献
さ
れ
、
患
者
の
早
期
回
復
に
尽
力
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
保
健
医
療
・
福
祉
・
環
境
分
野
で
功
績
が
あ
っ
た
個
人
・
団
体
を
顕
彰
す
る
赤
木
五
郎
賞
の
受
賞
者
が
決
定
し
ま
し
た
。

保
健
医
療
分
野

原は
ら
だ田 

俊と
し
き樹

さ
ん（
落
合
町
阿
部
）

　
平
成
15
年
10
月
に
こ
こ
ろ
の
医
療
た
い

よ
う
の
丘
ホ
ス
ピ
タ
ル
院
長
に
就
任
、
認

知
症
を
主
体
と
す
る
老
人
精
神
医
療
へ

の
対
応
や
精
神
障
が
い
者
患
者
の
社
会

復
帰
に
向
け
た
取
り
組
み
な
ど
に
尽
力

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
保
健
所
嘱
託
医
と
し
て
の
精

神
保
健
相
談
や
訪
問
指
導
業
務
、
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
の
専
門
的
な
知
識
を
生
か

し
た
講
演
活
動
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
場
面

で
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

福
祉
分
野

平ひ
ら
き木 

生い
く
ま山

さ
ん（
備
中
町
平
川
）

　

平
成
12
年
６
月
に
備
中
町
社
会
福
祉

協
議
会
理
事
に
就
任
、
長
年
に
わ
た
り

同
協
議
会
の
発
展
に
熱
意
を
も
っ
て
取

り
組
ま
れ
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
合
併

や
事
業
統
一
、
組
織
の
一
体
感
の
醸

じ
ょ
う
成せ
い

に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
日
ご
ろ
か
ら
地
域
住
民
と
の

橋
渡
し
役
と
し
て
、
地
域
に
お
け
る
福

祉
ニ
ー
ズ
に
対
応
さ
れ
て
お
り
、
活
動

の
活
性
化
に
よ
る
地
域
福
祉
の
推
進
に

尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
秘
書
広
報
課
☎（
21
）０
２
１
０

　
平
成
30
年
７
月
豪
雨
に
関
す
る
復
旧
に

向
け
た
取
り
組
み
や
現
状
、
支
援
制
度
な

ど
を
紹
介
し
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
お
よ
び
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
の
一
部
負
担
金
の
免
除
措
置
を

２
０
１
９
年
６
月
末
ま
で
延
長
し
ま
す
。

　
免
除
を
受
け
る
場
合
は
医
療
機
関
の
窓

口
で
保
険
証
と
免
除
証
明
書
の
提
示
が
必

要
で
す
。
免
除
証
明
書
が
必
要
な
人
は
医

療
連
携
課
、
各
地
域
局
、
ま
た
は
各
地
域

市
民
セ
ン
タ
ー
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
に
は〝
り
災
証
明
書
〟が
必
要
で
す
。

問
医
療
連
携
課
☎（
21
）０
２
５
８

復
興
に
向
け
て

～
平
成
30
年
７
月
豪
雨
～  

第
７
回

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
の
一
部
負
担
金
免
除
に
つ
い
て
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市
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
社
会
に
貢
献
す
る
人
材
を
育
成
す
る
こ

と
を
目
的
に
、
高
校
生
お
よ
び
大
学
な
ど

に
在
学
す
る
学
生
へ
奨
学
金
の
貸
し
付
け

を
行
い
ま
す
。

対
象　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

①
市
内
に
本
籍
が
あ
る
人
、
ま
た
は
引
き

続
き
５
年
以
上
住
所
が
あ
る
高
校
生
お
よ

び
大
学
な
ど
に
在
学
す
る
学
生

②
品
行
方
正
に
し
て
学
業
成
績
優
秀
な
人

③
身
体
、
精
神
と
も
に
健
全
で
成
業
の
見

込
み
の
あ
る
人

受
付
期
間　
４
月
１
日（
月
）～
４
月
30
日

（
火
・
休
）

応
募
方
法　
奨
学
金
借
入
申
請
書
に
次
の

書
類
を
添
え
て
教
育
総
務
課
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

○
学
校
長
の
推
薦
書（
新
１
年
生
は
出
身

校
、
そ
の
他
の
学
年
は
在
学
校
の
推
薦
）

○
住
民
票　
○
入
学
許
可
証
の
写
し
ま
た

は
在
学
証
明
書　
○
同
一
生
計
世
帯
員
の

平
成
30
年
の
源
泉
徴
収
票
お
よ
び
確
定
申

告
を
し
た
人
は
確
定
申
告
書
の
写
し

※
申
請
書
な
ど
は
教
育
総
務
課
、
各
地
域

局
に
備
え
て
い
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

貸
付
金
額　
（
月
額
／
無
利
子
）

○
高
校
生
１
万
８
０
０
０
円

○
大
学
等
学
生
４
万
４
０
０
０
円

貸
し
付
け
の
決
定　
５
月
下
旬
の
審
査
で

決
定（
審
査
基
準
は
世
帯
所
得
、
学
業
成

績
な
ど
）

貸
付
期
間　
貸
し
付
け
決
定
年
度
の
４
月

か
ら
当
該
学
校
卒
業
の
月
ま
で

募
集
定
員　
高
校
生
３
人
以
内
／
大
学
等

学
生
５
人
以
内

奨
学
金
の
返
還　
卒
業
後
満
１
年
を
経
過

し
た
翌
月
か
ら
貸
与
を
受
け
た
月
数
の
３

倍
に
相
当
す
る
期
間
中
に
返
還
す
る
こ
と

奨
学
金
返
還
免
除
制
度

　
こ
の
奨
学
金
に
は
奨
学
金
返
還
免
除
制

度
が
あ
り
ま
す
。

対
象　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
奨
学
金
返

還
中
の
人

①
平
成
29
年
４
月
１
日
以
前
か
ら
市
内
に

住
所
が
あ
り
、
実
際
に
居
住
し
て
い
る
人

②
奨
学
金
返
還
の
滞
納
が
な
く
、
市
税
な

ど
を
完
納
し
て
い
る
人

免
除
額　
奨
学
金
の
貸
付
金
額
を
12
分
割

し
た
金
額
を
上
限
と
し
て
、
毎
年
決
定
し

ま
す

免
除
期
間　
４
月
か
ら
12
カ
月
間

申
請
受
付
期
間　
４
月
30
日（
火
・
休
）ま
で

※
免
除
申
請
は
毎
年
必
要
で
す
。

問
教
育
総
務
課
☎（
21
）１
５
０
０

高
梁
市
奨
学
生
募
集

　
在
学
中
の
学
業
や
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
国
際
交
流

へ
の
取
り
組
み
や
活
動
が
優
秀
と
認
め
ら

れ
た
学
生
や
団
体
を
表
彰
す
る
方
谷
賞
の

受
賞
者
が
決
定
し
ま
し
た
。

高
梁
高
校

岡お
か
ざ
き崎 

吏り

さ紗
さ
ん （
成
羽
町
布
寄
）

高
梁
城
南
高
校

贄に
え
だ田 

優ゆ

い依
さ
ん（
吉
備
中
央
町
）

高
梁
日
新
高
校

藤ふ
じ
わ
ら原 

愛ま
な

さ
ん（
小
高
下
町
）

宇
治
高
校

山や
ま
も
と本 

千ゆ
き
の
り徳

さ
ん（
成
羽
町
小
泉
）

松
山
高
校

大お
お
も
り森 

雅ま
さ
ひ
ろ弘

さ
ん（
巨
瀬
町
）

順
正
高
等
看
護
福
祉
専
門
学
校

武た
け
だ田 

美み

ゆ

き
由
紀
さ
ん（
和
田
町
）

吉
備
国
際
大
学

栢か
し
は
ら原 

か
な
え
さ
ん （
総
社
市
）

吉
備
国
際
大
学

ア
フ
マ
ッ
ド  

ソ
デ
ィ
キ
ン
さ
ん（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）

方
谷
賞

優
勝

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技
大
会

（
平
成
30
年
８
月
１
日
～
８
月
７
日
・
愛
知
県
）

小お
ぐ
り栗 

瑛あ
き
と
し哉

さ
ん（
落
合
町
近
似
）

　
　
　
　
開
志
国
際
高
校
３
年（
新
潟
県
）

高
梁
市
教
育
委
員
会
教
育
長
表
彰

（
ス
ポ
ー
ツ
功
績
賞
）

　
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
競
技
大
会
に
開
志
国
際

高
校
の
主
将
と
し
て
出
場
し
、
優
勝
の

成
績
を
収
め
た
こ
と
に
よ
り
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

　

小
栗
さ
ん
は
、「
応
援
し
て
い
た
だ

い
た
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
優
勝
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
日
々

精し
ょ
う

進じ
ん
し
て
い
き
た
い
で
す
」
と
語
ら
れ

ま
し
た
。
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市
か
ら
の
お
知
ら
せ

子
育
て

健
康
・
福
祉

文
化

各
種
相
談

ス
ポ
ー
ツ

イ
ベ
ン
ト

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

町
内
会
支
援
制
度
説
明
会

　
平
成
31
年
度
の
町
内
会
支
援
制
度
説
明

会
で
は
、「
支
え
合
い
奨
励
金
」
や
「
共

同
活
動
奨
励
金
」
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
支
援

メ
ニ
ュ
ー
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

手
続
き
の
流
れ

①
「
高
梁
市
町
内
会
等
支
援
総
合
メ

ニ
ュ
ー
」
の
中
か
ら
、
ど
の
事
業
を
行
う

か
を
決
め
る

②
「
２
０
１
９
年
度
高
梁
市
町
内
会
等
支

援
総
合
メ
ニ
ュ
ー
希
望
調
査
書
」
と
、
会

長
や
振
込
口
座
の
名
義
が
変
わ
っ
た
場
合

の
「
口
座
振
込
申
出
書
」
を
、
２
０
１
９

年
６
月
28
日（
金
）ま
で
に
市
民
課
へ
提
出

す
る

③
希
望
調
査
書
に
記
入
し
た
事
業
を
実
施

す
る（
希
望
調
査
書
提
出
前
に
事
業
を
実

施
し
て
も
構
い
ま
せ
ん
）

平
成
30
年
度
事
業
の
報
告

　
平
成
30
年
度
に
実
施
し
た
事
業
に
つ
い

て
、
３
月
29
日（
金
）ま
で
に
実
績
報
告
書

と
請
求
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
市
民
課
☎（
21
）０
２
５
４

町内会支援制度　説明会予定表
開催日 開始時間 開催場所

４月５日（金） 午後７時 落合研修会館

４月８日（月） 午後２時・７時 松原地域市民センター

４月 10日（水） 午後６時 30分 小泉憩いの家

４月 14日（日） 午前 10時 高倉地域市民センター

４月 15日（月） 午後７時 川面地域市民センター

４月 16日（火）
午後７時 中井地域市民センター

午後２時・７時 長谷センターハウス

４月 17日（水） 午後２時・７時 川上総合学習センター

４月 19日（金） 午後７時 玉川地域市民センター

４月 21日（日） 午前10時・午後２時 高梁市役所３階会議室

４月 22日（月） 午後７時 津川地域市民センター

４月 23日（火） 午後６時 30分 巨瀬地域市民センター

４月 24日（水） 午後７時 中コミュニティセンター

４月 25日（木）
午後６時 30分 吹屋連絡所

午後７時 宇治総合会館

４月 26日（金） 午後２時・７時 成羽文化センター

市
民
提
案
型
ま
ち
づ
く
り
支

援
事
業

　
市
内
の
団
体
な
ど
が
企
画
・
実
施
を
行

い
公
共
の
利
益
に
つ
な
が
る
事
業
を
募
集

し
、
採
択
事
業
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

募
集
期
間　
４
月
１
日（
月
）～
５
月
７
日（
火
）

対
象
団
体　
市
内
に
事
務
所
ま
た
は
活
動

拠
点
が
あ
り
、
構
成
員
が
５
人
以
上
の
営

利
の
み
を
目
的
と
し
な
い
団
体

募
集
テ
ー
マ　

指
定
テ
ー
マ　
左
の
①
～
⑥
に
該
当
す
る

も
の

自
由
テ
ー
マ　
指
定
テ
ー
マ
に
該
当
し
な

い
が
、
地
域
課
題
の
解
決
へ
向
け
必
要
・

効
果
的
と
認
め
ら
れ
る
事
業

補
助
率
・
補
助
額　
指
定
テ
ー
マ
…
対
象

経
費
の
10
分
の
10
以
内
で
上
限
50
万
円
／

自
由
テ
ー
マ
…
対
象
経
費
の
10
分
の
９
以

内
で
上
限
30
万
円

※
過
去
に
採
択
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
事
業

は
補
助
率
が
変
わ
り
ま
す
。

産
前
産
後
期
間
の
国
民
年
金

保
険
料
が
免
除
と
な
り
ま
す

　
産
前
産
後
期
間
の
国
民
年
金
保
険
料
を

免
除
す
る
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。

免
除
期
間　
出
産
予
定
日
ま
た
は
出
産
日

が
属
す
る
月
の
前
月
か
ら
４
カ
月
間（
多

胎
妊
娠
の
場
合
は
出
産
予
定
日
ま
た
は
出

産
日
が
属
す
る
月
の
３
カ
月
前
か
ら
６
カ

月
間
）

※
妊
娠
85
日（
４
カ
月
）以
上
の
出
産
が
対

象
。（
死
産
、
流
産
、
早
産
を
含
む
）

対
象
者　
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
で
、

出
産
日
が
平
成
31
年
２
月
１
日
以
降
の
人

施
行
日　
４
月
１
日（
月
）

申
請
方
法　
出
産
予
定
日
の
６
カ
月
前
か

ら
申
請
が
で
き
ま
す
。
市
民
課
ま
た
は
各

地
域
局
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
は
年
金
事
務
所
、
市
民
課
、
各

地
域
局
に
備
え
る
ほ
か
、
日
本
年
金
機
構

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で

き
ま
す
。（
４
月
以
降
）

問
日
本
年
金
機
構
高
梁
年
金
事
務
所

☎（
21
）０
５
７
０
／
市
民
課
☎（
21
）

０
２
５
２

平
成
30
年
度
採
択
事
業
の
成
果
報
告
会

日
時　
４
月
26
日（
金
）午
後
２
時
～

場
所　
市
役
所
３
階
大
会
議
室

問
住
も
う
よ
高
梁
推
進
課
☎（
21
）０
２
８
２

①
市
内
で
働
き
続
け
る
雇
用
環
境
づ
く
り

の
た
め
に
　
②
市
内
に
移
住
・
定
住
す
る

人
の
た
め
に
　
③
若
い
世
代
の
結
婚
・
出

産
・
子
育
て
の
た
め
に
　
④
安
心
し
て
暮

ら
す
地
域
づ
く
り
の
た
め
に
　
⑤
こ
れ
か

ら
の
地
域
を
担
う
「
人
材
」
を
育
て
る
た

め
に
　
⑥
循
環
型
社
会
構
築
の
た
め
に
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市
か
ら
の
お
知
ら
せ

軽
自
動
車
税（
小
型
特
殊
自
動

車
な
ど
）の
手
続
き
に
つ
い
て

　
軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
4
月
1
日
現
在

に
所
有
し
て
い
る
車
両
に
対
し
て
年
税
額

で
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
高
梁
市
ナ
ン
バ
ー
の
原
動
機
付
自
転
車

や
小
型
特
殊
自
動
車
な
ど
の
登
録
・
廃

車
・
名
義
変
更
な
ど
は
税
務
課
、
各
地
域

局
、
ま
た
は
各
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
で
手

続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◎
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
に
関
す
る
注
意

○
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
が
盗
難
・
紛
失
な

ど
で
手
元
に
な
い
場
合
は
税
務
課
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。（
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を

返
納
せ
ず
に
廃
車
す
る
場
合
は
申
立
書
の

提
出
と
市
の
現
地
確
認
が
必
要
で
す
）

○
車
両
を
買
い
替
え
た
場
合
、
前
の
車
両

の
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を
そ
の
ま
ま
付
け

替
え
て
使
用
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

廃
車
手
続
き
と
新
し
い
車
両
の
登
録
手
続

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
交
付
を
受
け
て

い
て
も
、
公
道
を
走
行
す
る
た
め
に
は
道

路
運
送
車
両
の
保
安
基
準
を
満
た
す
必
要

が
あ
り
ま
す
。

◎
小
型
特
殊
自
動
車
の
申
告
に
つ
い
て

　
乗
用
装
置
の
あ
る
農
耕
作
業
用
車
両
や

そ
の
他
の
小
型
特
殊
自
動
車
に
は
軽
自
動

車
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。
公
道
を
走
行
で

き
な
い（
田
畑
で
し
か
使
用
し
な
い
）農
耕

用
車
両
も
課
税
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
車
両
を
取
得
、
ま
た
は
現
在

所
有
し
て
い
る
車
両
に
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー

ト
が
付
い
て
い
な
い
場
合
は
、
軽
自
動
車

税
の
申
告
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
次
の
車
両
は
高
梁
市
で
登
録
・
廃
車
な

ど
の
手
続
き
が
で
き
ま
せ
ん
。
各
担
当
事

務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

軽
自
動
車　
軽
自
動
車
検
査
協
会
岡
山
事
務

所
☎
０
５
０
‐
３
８
１
６
‐
３
０
８
４

軽
二
輪
車
・
二
輪
小
型
自
動
車　

中
国

運
輸
局
岡
山
運
輸
支
局
☎
０
５
０
‐

５
５
４
０
‐
２
０
７
２

問
税
務
課
☎（
21
）０
２
１
４

農耕作業用車両
（乗用）

その他の
小型特殊自動車

長さ 制限なし 4.7m 以下
幅 制限なし 1.7m 以下
高さ 制限なし 2.8m 以下
最高速度 35Km/h 未満 15Km/h 以下
総排気量 制限なし 制限なし

種類
・トラクター
・コンバイン
・田植機など

・フォークリフト
・運搬車
・タイヤローラーなど

年税額 ２４００円 ５９００円

市
有
財
産
を
売
り
ま
す

　
市
所
有
地
に
つ
い
て
、
一
般
競
争
入
札

に
よ
る
売
り
払
い
を
実
施
し
ま
す
。

参
加
資
格　
個
人
お
よ
び
法
人

※
市
内
に
住
所
を
有
し
な
い
人
や
２
人
以

上
の
連
名（
共
有
）も
可
能
で
す
。

入
札
日
時　
４
月
22
日（
月
）午
前
９
時
30

分
～（
物
件
番
号
①
）／
午
前
10
時
30
分
～

（
物
件
番
号
②
）

申
し
込
み　
４
月
15
日（
月
）午
後
５
時
ま

で
に
、
入
札
参
加
申
込
書
と
そ
の
他
の
必

要
な
書
類
を
添
え
て
理
財
課
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
必
要
書
類
は
理
財
課
に
備
え

て
い
ま
す
。

注
意
点　
売
払
物
件
は
地
質
・
構
造
調
査

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
す
べ
て
現
状

有
姿
の
引
き
渡
し
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

本
物
件
の
敷
地
内
外
に
位
置
す
る
構
造
物

の
撤
去
や
電
気
・
ガ
ス
・
上
下
水
道
の
引

込
工
事
な
ど
が
必
要
な
場
合
は
落
札
者
の

負
担
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
物
件
番
号
①
に
つ
い
て
は
石
積

補
修
費
用
相
当
額
な
ど
を
減
額
し
予
定
価

格（
最
低
売
払
価
格
）を
設
定
し
て
い
ま

す
。（
平
成
30
年
７
月
豪
雨
で
石
積
の
一

部
が
崩
落
し
た
た
め
簡
易
修
繕
を
し
て
い

ま
す
）

※
入
札
参
加
者
が
い
な
か
っ
た
場
合
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
先
着
順
で
の
随
時
売

り
払
い
を
実
施
し
ま
す
。

問
理
財
課
☎（
21
）０
２
０
７

物件番号 所在地（地番） 地目 現況 数量 予定価格 ( 最低売払価格 )

① 川面町 2761 番２ 宅地 宅地 250.70㎡（実測） 773,000 円
② 川上町地頭 1309 番４ 宅地 宅地 177.45㎡（公簿） 1,757,000 円

物件番号 ①物件番号 ②
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消
防
団
活
動
に
積
極
的
に
協
力
し
て
い

る
事
業
所
に
「
高
梁
市
消
防
団
協
力
事
業

所
表
示
証
」
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
表
示
証
は
、
事
業
所
の
消
防
団
活

動
へ
の
協
力
が
社
会
貢
献
と
し
て
広
く
認

め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
事
業
所
の
協
力
で

地
域
防
災
体
制
が
よ
り
一
層
充
実
さ
れ
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
30
年
度
分
の
表
示
証
を
、
イ
ー
グ

ル
工
業（
株
）岡
山
事
業
所
、
岡
山
イ
ー
グ

ル（
株
）、
三
京（
株
）、（
株
）三
美
産
業
、

住
友
電
工
焼
結
合
金（
株
）、
武
田
鋳
造

（
株
）高
梁
工
場
、
中
村
建
設（
株
）、
日
軽

形
材（
株
）、（
株
）山
室
建
設
、（
株
）勇
成

建
設
の
10
事
業
所（
順
不
同
）に
交
付
し
ま

し
た
。

問
消
防
総
務
課
☎（
21
）０
１
２
２

消
防
署
だ
よ
り

消
防
団
活
動
に
協
力
的
な
事

業
所
へ
表
示
証
を
交
付

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

認
定
農
業
者
等
育
成
支
援
事
業

　
農
業
の
経
営
基
盤
強
化
を
目
的
と
し
た

農
業
用
機
械
の
導
入
を
支
援
し
ま
す
。

補
助
対
象
者
…
認
定
農
業
者
、
認
定
就
農

者
、
集
落
営
農
組
織
、
農
業
関
係
法
人
、

人
・
農
地
プ
ラ
ン
の
中
心
経
営
体

補
助
率
お
よ
び
上
限
額

○
団
体
…
事
業
費
の
３
分
の
１
以
内
で
１

団
体
１
０
０
万
円
ま
で
／
年
度

○
個
人
…
事
業
費
の
６
分
の
１
以
内
で
１

人
30
万
円
ま
で
／
年
度

補
助
対
象
事
業

　
自
ら
使
用
す
る
も
の
や
農
作
業
受
託
に

使
用
す
る
農
業
用
機
械
の
う
ち
、
次
の
条

件
を
全
て
満
た
す
も
の

①
１
品
目
あ
た
り
10
万
円
以
上
の
も
の
で
、

法
定
耐
用
年
数
が
４
年
以
上
の
も
の（
中
古

品
を
認
め
る
／
消
費
税
は
含
ま
な
い
）

②
補
助
対
象
者
の
事
業
に
関
連
し
た
も
の

③
農
作
業
以
外
に
使
用
で
き
る
汎
用
性
が

高
い
も
の
や
直
接
労
力
軽
減
に
つ
な
が
ら

な
い
も
の
は
除
く（
軽
ト
ラ
ッ
ク
や
農
業

用
倉
庫
な
ど
）

申
請
期
間　
４
月
１
日（
月
）～
５
月
７
日

（
火
）

問
農
林
課
☎（
21
）０
２
２
３

「
ニ
ュ
ー
ピ
オ
ー
ネ
」「
ト
マ
ト
」

「
桃
」
の
栽
培
技
術
講
習
会

　
「
定
年
後
に
本
格
的
に
農
業
を
や
っ
て

み
た
い
」「
栽
培
を
始
め
る
に
あ
た
り
技
術

を
身
に
付
け
て
お
き
た
い
」
な
ど
、
こ
れ

か
ら
栽
培
に
挑
戦
し
よ
う
と
す
る
人
や
農

業
を
始
め
て
間
も
な
い
人
が
、
実
際
の
ほ

場
で
作
物
の
生
育
状
況
に
合
わ
せ
た
栽
培

管
理
方
法
、
収
穫
、
出
荷
な
ど
に
必
要
な

技
術
を
習
得
で
き
ま
す
。

対
象　
市
内
に
在
住
、
ま
た
は
市
内
で
の

就
農
を
希
望
し
、
次
の
い
ず
れ
か
の
条
件

を
満
た
す
人

①
出
荷
を
目
標
と
し
て
農
業
経
営
に
取
り

組
む
人

②
新
た
に
ニ
ュ
ー
ピ
オ
ー
ネ
、
ト
マ
ト
お

よ
び
桃
の
栽
培
を
始
め
よ
う
と
す
る
人

③
栽
培
を
始
め
て
お
お
む
ね
３
年
目（
桃

は
５
年
目
）ま
で
の
人
で
、
基
礎
技
術
を

習
得
し
た
い
人

④
市
内
農
家
へ
の
作
業
支
援
希
望
の
人

で
、
基
礎
技
術
を
習
得
し
た
い
人

※
家
庭
菜
園
や
家
庭
果
樹
園
を
対
象
に
し

た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

受
講
料　
無
料

申
し
込
み　
４
月
１
日（
月
）か
ら
４
月
15

日（
月
）の
間
に
農
林
課
へ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

※
応
募
者
が
少
な
い
場
合
、
開
催
さ
れ
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問
農
林
課
☎（
21
）０
２
２
３

スクール名 ニューピオーネ
スクール トマトスクール ピーチスクール

講習場所 川上町領家地内

研修期間 ５月上旬～
翌年２月上旬 ４月下旬～９月下旬 ５月中旬～

翌年２月中旬

回 数 全 10 回程度 全６回程度 全７回程度

研修概要 各回半日程度の実習と講習

講習内容 枝管理、房づくり、収
穫、土づくり、剪定など

定植、葉かき、誘引、
収穫、土づくりなど

枝 管 理、摘 果、袋 か
け、収穫、剪定など

定 員 30 人 15 人 10 人

16H31 (2019) ３月
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「
忘
れ
な
い 

豊
か
な
森
と 

火
の
怖
さ
」

を
統
一
標
語
に
、
平
成
31
年
山
火
事
予
防

運
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
毎
年
３
月
か
ら
５
月
に
か
け
て
、
山
林

や
田
畑
を
焼
損
す
る
火
災
が
多
く
発
生
し

て
い
ま
す
が
、
そ
の
原
因
の
多
く
は
屋
外

で
火
を
取
り
扱
う
「
た
き
火
」
や
「
枯
草

焼
き
」
で
す
。

　
次
の
５
つ
の
ポ
イ
ン
ト
に
注
意
し
て
山

火
事
を
無
く
し
ま
し
ょ
う
。

①
強
風
時
や
乾
燥
時
は
屋
外
で
火
を
取
り

扱
わ
な
い

②
火
遊
び
を
し
な
い

③
タ
バ
コ
は
指
定
さ
れ
た
場
所
で
喫
煙

し
、
投
げ
捨
て
を
し
な
い

④
屋
外
で
火
を
取
り
扱
う
と
き
は
定
め
ら

れ
た
届
け
出
を
行
う

⑤
屋
外
で
火
を
取
り
扱
う
と
き
は
消
火
器

具
を
用
意
す
る

　
「
今
ま
で
火
事
に
な
っ
て
い
な
い
か
ら

大
丈
夫
」と
い
う
安
易
な
考
え
を
持
た
ず
、

火
を
取
り
扱
う
時
は
十
分
に
注
意
を
し
ま

し
ょ
う
。

２
月
の
火
災
・
救
急
件
数

火
災　
３
件（
前
月
比　
＋
２
件
）

救
急　
１
１
３
件（
前
月
比　
△
78
件
）

問
消
防
本
部
予
防
課
☎（
21
）０
１
２
１

第
11
回
議
会
報
告
会

　
市
議
会
議
員
が
班
に
分
か
れ
て
地
域
へ

出
向
き
、
議
会
で
話
し
合
わ
れ
た
こ
と
を

直
接
説
明
し
、
重
要

な
政
策
な
ど
の
テ
ー

マ
に
つ
い
て
市
民
の

皆
さ
ん
か
ら
意
見
を

聞
く
「
議
会
報
告
会
」

を
開
催
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
平
成
31

年
度
当
初
予
算
の
報
告
と
今
後
の
地
域
防

災
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
す
。

問
議
会
事
務
局
☎（
21
）０
２
７
７

開催日 開始時間 会　　場

４月 16 日（火） 午後７時
有漢保健センター

川上総合学習センター

４月 18 日（木） 午後７時
川面地域市民センター

成羽文化センター

４月 23 日（火） 午後７時
玉川地域市民センター

備中総合センター

４月 25 日（木） 午後７時
高梁総合文化会館

落合研修会館

山
火
事
予
防
運
動
実
施
中

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

犬
を
飼
う
と
き
は

①
生
後
91
日
以
上
の
犬
を
飼
う
と
き
は
市

へ
登
録
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。（
生
涯
１
回
）

登
録
手
数
料　
３
０
０
０
円

※
犬
が
死
亡
し
た
と
き
は
環
境
課
、
ま
た

は
各
地
域
局
へ
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

②
放
し
飼
い
や
リ
ー
ド
を
装
着
し
な
い
散

歩
は
周
囲
の
迷
惑
に
な
る
だ
け
で
な
く
、

人
に
噛
み
付
く
な
ど
の
事
故
に
つ
な
が
る

恐
れ
も
あ
り
ま
す
。
放
し
飼
い
は
せ
ず
、

散
歩
す
る
と
き
は
必
ず
リ
ー
ド
を
装
着
し

ま
し
ょ
う
。

③
散
歩
中
の
ふ
ん
は
責
任
を
も
っ
て
持
ち

帰
り
ま
し
ょ
う
。

猫
を
飼
う
と
き
は

①
飼
い
主
の
い
な
い
猫
へ
餌
付
け
を
す
る

の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。
餌
付
け
を
す
る
の

で
あ
れ
ば
自
宅
で
飼
育
し
ま
し
ょ
う
。

②
交
通
事
故
や
感
染
症
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル

を
避
け
る
た
め
、
で
き
る
限
り
室
内
で
飼

育
し
ま
し
ょ
う
。

③
飼
い
猫
に
は
首
輪
や
迷
子
札
な
ど
を
つ

け
、
保
護
さ
れ
た
と
き
に
飼
い
主
が
す
ぐ

分
か
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

④
ふ
ん
尿
が
近
所
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

狂
犬
病
予
防
注
射
は
年
１
回

　
飼
い
犬
は
毎
年
１
回
の
狂
犬
病
予
防
注

射
を
受
け
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

市
が
実
施
す
る
狂
犬
病
予
防
注
射

　
狂
犬
病
予
防
注
射
を
市
内
各
所
で
行
い

ま
す
。
日
時
や
場
所
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

と
町
内
回
覧
で
お
知
ら
せ
し
、
登
録
者
に

は
別
途
連
絡
し
ま
す
。

注
射
料
金　
２
５
０
０
円
／
注
射
済
票
交

付
手
数
料
５
５
０
円（
計
３
０
５
０
円
）

※
市
外
の
動
物
病
院
な

ど
で
注
射
を
受
け
た
場

合
は
、
注
射
済
証
明
書

を
環
境
課
、
ま
た
は
各

地
域
局
へ
提
出
し
、
注

射
済
票
の
交
付
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。

問
環
境
課

☎（
21
）０
２
５
９

犬
・
猫
の
飼
育
マ
ナ
ー
に
つ
い
て

市ホームページ 注射済票

　

犬
や
猫
を
飼
う

と
き
は
終
生
飼
育

す
る
責
任
を
持
ち
、

繁
殖
を
望
ま
な
い

の
で
あ
れ
ば
避
妊
・

去
勢
手
術
を
受
け
さ
せ
ま

し
ょ
う
。

問
環
境
課
☎（
21
）０
２
５
９

17 H31 (2019) ３月



市
か
ら
の
お
知
ら
せ

子
育
て

健
康
・
福
祉

文
化

各
種
相
談

ス
ポ
ー
ツ

イ
ベ
ン
ト

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

県
議
会
議
員
選
挙

告
示　
３
月
29
日（
金
）

投
票　
４
月
７
日（
日
）午
前
７
時
～
午
後

６
時

場
所　
投
票
所
入
場
券
に
記
載
の
と
お
り

※
次
の
投
票
区
は
前
回
の
選
挙
か
ら
投
票

所
が
変
更
と
な
り
ま
す
。

成
羽
第
１
投
票
所　
成
羽
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
↓
成
羽
文
化
セ
ン
タ
ー

成
羽
第
５
投
票
所　
吹
屋
連
絡
所
↓
ば
ん

や
ん
カ
ン
ト
リ
ー
ハ
ウ
ス

投
票
で
き
る
人　
年
齢
満
18
歳
以
上
の
日

本
国
民（
平
成
13
年
４
月
８
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
人
）で
、
平
成
30
年
12
月
28
日
ま

で
に
住
民
票
を
作
成
し
投
票
日
ま
で
市
内

に
住
ん
で
い
る
人

※
県
内
の
他
市
町
村
に
転
出
し
た
場
合
で
も

高
梁
市
で
投
票
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
投
票
所
入
場
権
が
必
要
で
す
。
入
場
券

が
な
い
場
合
で
も
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
て
い
る
人
は
投
票
で
き
ま
す
が
、
入
場

券
を
持
っ
て
い
て
も
投
票
時
に
選
挙
権
が

な
い
人
や
県
外
に
転
出
し
た
人
は
投
票
で

き
ま
せ
ん
。

代
理
・
点
字
投
票　
体
の
不
自
由
な
人
や

け
が
で
字
が
書
け
な
い
人
に
代
わ
り
、
投

票
所
の
係
員
が
投
票
し
ま
す
。
ま
た
、
目

期日前投票所・
施設の名称 期間 時間

高梁
第１

高梁市役所
１階市民ホール

３月 30 日（土）～
４月６日（土）

午前８時 30 分
～午後８時

第２ 有漢地域局

３月 31 日（日）～
４月６日（土）

第３ 成羽地域局

第４ 川上地域局

第５ 備中地域局

の
不
自
由
な
人
は
点
字
で
投
票
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

不
在
者
投
票
に
つ
い
て　
投
票
所
以
外
の

場
所
で
投
票
が
で
き
る
不
在
者
投
票
制
度

が
あ
り
ま
す
。

○
身
体
に
一
定
程
度
の
障
が
い
が
あ
る
人

の
た
め
の
郵
便
な
ど
に
よ
る
不
在
者
投
票

○
県
選
挙
管
理
委
員
会
の
指
定
す
る
病
院

や
老
人
ホ
ー
ム
、
身
体
障
が
い
者
支
援
施

設
な
ど
に
お
け
る
不
在
者
投
票

○
高
梁
市
外
の
市
町
村
の
選
挙
管
理
委
員

会
に
お
け
る
不
在
者
投
票

期
日
前
投
票
に
つ
い
て　
投
票
日
に
投
票

所
へ
行
け
な
い
人
は
次
の
日
時
・
場
所
で

期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。
投
票
所
入
場

券（
同
一
世
帯
４
人
ま
で
記
載
）が
手
元
に

届
い
て
い
る
場
合
は
１
人
分
ず
つ
切
り
離

し
て
必
ず
本
人
が
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

選
挙
公
報
の
発
行　
選
挙
公
報
は
新
聞
折

り
込
み
で
配
布
す
る
ほ
か
、
市
役
所
、
各

地
域
局
、
各
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー
に
備
え

ま
す
。
希
望
す
る
人
に
は
郵
送
し
ま
す
の

で
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
県
選
挙
管
理
委
員

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
さ
れ
ま
す
。

問
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
☎（
21
）

０
２
５
５

※投票所の設置期間が異なりますのでご注意ください。

「
広
報
た
か
は
し
」
に
掲
載

す
る
広
告
を
募
集（
随
時
）

　
「
広
報
た
か
は
し
」
紙
面
に
掲
載
す
る

民
間
か
ら
の
有
料
広
告
を
募
集
し
ま
す
。

広
報
た
か
は
し
の
概
要　
Ａ
４
版
、
24
～

36
ペ
ー
ジ
、
フ
ル
カ
ラ
ー
。
毎
月
15
日
発

行
で
、
発
行
部
数
は
１
万
３
１
０
０
部
。

（
町
内
会
を
通
じ
て
各
家
庭
へ
配
布
し
て

い
る
ほ
か
、
関
係
機
関
・
団
体
な
ど
へ
送

付
）

掲
載
料　
１
号
あ
た
り
１
万
円
／
枠

※
広
告
掲
載
料
は
前
納
と
な
り
ま
す
。
な

お
、
一
定
期
間
連
続
し
て
掲
載
を
希
望
す

る
場
合
は
料
金
を
割
引
し
ま
す
。

掲
載
で
き
る
期
間　
２
０
１
９
年
４
月
号

広
告
規
格　

横
８・
５
セ
ン
チ
×
縦

５・５
セ
ン
チ（
最
下
段
の
半
分
程
度
）

の
枠
を
使
っ
た
フ
ル
カ
ラ
ー
広
告

※
掲
載
す
る
ペ
ー
ジ
の
指
定
は
で
き

ま
せ
ん
。
ま
た
、
同
一
広
告
主
に
よ

る
掲
載
は
１
号
当
た
り
２
枠
ま
で
と

し
ま
す
。

か
ら
２
０
２
０
年
３
月
号
ま
で

申
し
込
み　
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
秘
書
広
報
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
書
は
秘
書
広
報
課
へ
備
え
て
い
る
ほ

か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

そ
の
他　
随
時
申
し
込
み（
先
着
順
）を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
掲
載
で
き
る
期
間
な

ど
詳
し
く
は
秘
書
広
報
課
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
秘
書
広
報
課

☎（
21
）０
２
１
０

市ホームページ

←
実
寸
サ
イ
ズ

横８．５㎝
×

縦５．５㎝
フルカラー
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種別 日 時間 場所 問い合わせ

行政相談

１日（月） 午前９時～正午 コミュニティプラザ

岡山行政監視行政相談センター
☎０８６(２２４)１１００

５日（金） 午前９時～正午 備中総合センター
９日（火） 午前９時～正午 川上総合学習センター
11日（木） 午前９時～正午 有漢農業構造改善センター
18日（木） 午前９時～正午 成羽文化センター

なやみごと相談

２日（火） 午前９時～正午 市役所３階研修室

岡山地方法務局高梁支局
☎ (22)２３１８

５日（金） 午前９時～正午 備中総合センター
９日（火） 午前９時～正午 川上総合学習センター
11日（木） 午前９時～正午 有漢農業構造改善センター
23日（火） 午前９時～正午 宇治総合会館

法律相談（要予約）10日（水） 午後１時～４時 市役所４階会議室２・３ 市民課☎ (21)０２５４

司法書士相談
12日（金） 午前10 時～正午 市役所４階会議室１ 岡山県司法書士会倉敷支部高梁地区

☎（22）７９０６17日（水） 午後１時～４時 ポルカプラザ

相談（４月）

種別 日 時間 場所 問い合わせ
ゆう・ゆうタイム
「もうすぐこどもの日」（要予約） 26日（金） 午前10 時～11時 30 分

子育て支援センター 
（順正高等看護福祉
専門学校２号棟）

子育て支援センター
☎（22）２４５０
こども未来課
☎（21）０２８８

赤ちゃんタイム ５日・19日（金） 午前10 時～正午
ファミリーデー 13日（土） 午後１時～４時
家庭相談 ４日・25日（木） 午前10 時～午後４時

さてらいとひろば“ゆう・ゆう”
13日（土） 午前10 時 30 分～11時 30 分 高梁市図書館
18日（木）

午前10 時～11時 30 分
川上保健センター

23日（火） 落合ふれあい公園
吉備プレーパーク
吉備国際大学心理学部子ども発達教育学科☎（22）９２７３ 21日（日） 午前10 時～午後３時 吉備国際大学

第２子ども広場
こども未来課
☎（21）０２８８

育児・プレママ相談
18日（木） 午前10 時～10 時 30 分（受付）成羽文化センター

健康づくり課
☎（21）０２２８24日（水） 午前10 時～11時（受付） 子育て支援センター

ちびっこ広場 18日（木） 午前10 時～11時 30 分 成羽文化センター
病態栄養相談（要予約） 11日（木） 午前10 時～11時

備北保健所

備北保健所
☎（21）２８３５子どもの心とからだの総合相談（要予約） 11日（木） 午後１時～３時

思春期・ひきこもり相談（要予約） 16日（火） 午後２時～４時

備北保健所
☎（21）２８３６

精神保健福祉相談（要予約） ３日（水） 午後２時 30 分～４時 30 分
エイズ・性感染症検査（要予約）
Ｂ・Ｃ型肝炎検査（要予約）
骨
こつずい

髄ドナー検査（要予約）
23日（火） 午後１時～２時

子育て支援・健康相談（４月）

種別 対象 日 時間 場所 問い合わせ
乳児健康診査 平成 30 年７月・12月生まれ ３日（水）

午後１時～
１時３０分
（受付）

高梁保健センター

健康づくり課
☎（21）０２２８

２歳６カ月児健康診査 平成 28 年10 月～11月生まれ 19日（金） 成羽福祉センター

３歳児健康診査 平成 27 年９月～10 月生まれ
10日（水） 高梁保健センター
19日（金） 成羽福祉センター

子どもの健診（４月）

種別 曜日 場所 時間 問い合わせ

ふれあい相談
（福祉総合相談）

月～金
（祝日を除く）

社会福祉協議会
各支所

午前８時 30 分～
午後５時15 分

社会福祉協議会地域福祉課 ☎（22）７２４３
有漢支所 ☎（57）３２１８／成羽支所 ☎（42）２００５
川上支所 ☎（48）９７７０／備中支所 ☎（45）３１３１
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わ
く
わ
く
子
ど
も
フ
ェ
ス
タ
21

参
加
団
体
を
募
集

　
６
月
に
栄
町
で
開
催
す
る
「
わ
く
わ
く

子
ど
も
フ
ェ
ス
タ
21
」
の
参
加
団
体
を
募

集
し
ま
す
。

参
加
資
格　
子
ど
も
の
た
め
の
活
動
を
し

て
い
る
、
ま
た
は
子
育
て
や
子
ど
も
の
健

全
育
成
を
応
援
し
て
い
る
市
内
の
団
体

申
し
込
み　
４
月
３
日（
水
）ま
で
に
同
実

行
委
員
会
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

※
平
成
30
年
度
に
参
加
し
た
団
体
の
申
し

込
み
は
不
要
で
す
。

問
わ
く
わ
く
子
ど
も
フ
ェ
ス
タ
21
実

行
委
員
会（
こ
ど
も
未
来
課
）☎（
21
）

０
２
８
８

子
育
て

国
税
専
門
官
募
集

受
験
資
格　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

①
平
成
元
年
４
月
２
日
～
平
成
10
年
４
月

１
日
生
ま
れ
の
人

②
平
成
10
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
で
大

学
卒
業
者
お
よ
び
２
０
２
０
年
３
月
ま
で

に
大
学
を
卒
業
見
込
み
の
人

③
人
事
院
が
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
人

受
験
申
し
込
み　
３
月
29
日（
金
）午
前
９

時
～
４
月
10
日（
水
）の
間
に
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
専
用
ア
ド
レ
ス

w
w
w
.jinji-shiken.go.jp/juken.htm

l

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
申
し
込
み
が
で

き
な
い
場
合
は
、
３
月
29
日（
金
）～
４
月

陸
海
空
自
衛
官
を
募
集

①
一
般
幹
部
候
補
生　
②
一
般
曹
候
補
生

対
象　
①
22
歳
以
上
26
歳
未
満
の
人（
大

卒
者（
見
込
み
含
む
）は
20
歳
以
上
も
可
）

②
18
歳
以
上
33
歳
未
満

受
付
期
間　
５
月
１
日（
水
・
祝
）ま
で

試
験
日　
募
集
種
目
別
に
設
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
自
衛
隊
岡
山
地
方
協
力
本
部
高
梁
地

域
事
務
所
☎（
22
）２
３
１
４

固
定
資
産
税
に
係
る

土
地
・
家
屋
価
格
等
の
縦
覧

期
間　
４
月
１
日（
月
）～
５
月
７
日（
火
）

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分（
閉
庁

日
を
除
く
）

場
所　
税
務
課
、
各
地
域
局

縦
覧
で
き
る
人　
固
定
資
産
税（
土
地
ま

た
は
家
屋
）の
納
税
者
と
そ
の
同
居
の
親

族
、
納
税
管
理
人
な
ど

必
要
な
も
の　
運
転
免
許
証
や
健
康
保
険

証
な
ど
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の

※
平
成
31
年
度
の
固
定
資
産
税
算
定
の
基

礎
と
な
る
土
地
・
家
屋
の
価
格
な
ど
は
、

４
月
中
旬
に
発
送
す
る
納
税
通
知
書
で
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
税
務
課
☎（
21
）０
２
１
６

日
時　
４
月
24
日（
水
）午
後
１
時
20
分
～

３
時
30
分

場
所　
高
梁
総
合
文
化
会
館
レ
ク
チ
ャ
ー

ル
ー
ム

対
象　
４
月
か
ら
市
内
企
業（
自
営
業
を

含
む
）や
官
公
庁
な
ど
に
勤
め
る
新
規
学

卒
者

※
該
当
者
が
い
る
事
業
者
は
４
月
５
日

（
金
）ま
で
に
産
業
観
光
課
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

問
産
業
観
光
課
☎（
21
）０
２
２
９

新
規
学
卒
就
職
者
激
励
会

1
日（
月
）の
間
に
第
１
次
試
験
地
に
対
応

す
る
国
税
局
へ
受
験
申
込
書
を
郵
送
ま
た

は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。（
４
月
1
日
の

消
印
ま
で
有
効
）

１
次
試
験
日
・
場
所　
６
月
９
日（
日
）・

岡
山
市
な
ど

１
次
試
験
合
格
者
発
表　
７
月
２
日（
火
）

２
次
試
験
日
・
場
所　
７
月
中
旬
・
広
島
市

２
次
試
験
合
格
者
発
表　
８
月
20
日（
火
）

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
広
島
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験
研
修
係
☎

０
８
２（
２
２
１
）９
２
１
１
／
高
梁
税
務

署
☎（
22
）２
５
６
４

ふ
る
さ
と
納
税
記
念
品
協
賛

企
業
募
集

　
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
を
活
用
し
、
お
礼

の
品
と
し
て
高
梁
市
の
魅
力
を
伝
え
る
商

品（
返
礼
品
）を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
応
募
い
た
だ
い
た
商
品
に
つ
い
て
は
市

で
審
査
後
、
ふ
る
さ
と
納
税
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ（「
ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
」「
Ａエ
ー

Ｎエ
ヌ

Ａエ
ー

の
ふ

る
さ
と
納
税
」）に
掲
載
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
秘
書
広
報
課
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
秘
書
広
報
課
☎（
21
）０
２
０
８
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お知らせ

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

子
育
て

健
康
・
福
祉

文
化

各
種
相
談

ス
ポ
ー
ツ

イ
ベ
ン
ト

わ
く
わ
く
子
ど
も
コ
ン
テ
ス
ト

作
品
募
集

　
市
内
在
住
の
小
学
生
以
下
の
子
ど
も
た

ち
が
作
成
・
考
案
し
た
習
字
・
写
生
お
よ

び
標
語
を
募
集
し
ま
す
。
寄
せ
ら
れ
た
作

品
は
市
が
開
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
展

示
す
る
ほ
か
、
優
秀
な
作
品
を
「
わ
く
わ

く
子
ど
も
フ
ェ
ス
タ
21
」（
６
月
開
催
）で

表
彰
し
ま
す
。

募
集
内
容

◎
習
字
の
部　

習
字
半
紙
に
黒
色
の
墨

（
墨
汁
）で
書
い
た
も
の（
長
半
紙
は
不
可
）

小
学
校
低
学
年（
１・
２
年
生
）部
門
・

テ
ー
マ　
１
年「
ま
つ
」／
２
年「
あ
さ
ひ
」

小
学
校
中
学
年（
３・
４
年
生
）部
門
・

テ
ー
マ　
３
年「
ヤ
マ
セ
ミ
」／
４
年「
城

下
町
」

小
学
校
高
学
年（
５・
６
年
生
）部
門
・

テ
ー
マ　
５
年「
希
望
の
光
」／
６
年「
備

中
神
楽
」

◎
写
生
の
部　
八
つ
切
り
画
用
紙
に
、
ク

レ
ヨ
ン
・
ク
レ
パ
ス
、
色
鉛
筆
、
水
彩
絵

の
具
で
描
い
た
も
の

部
門　

幼
年
部
門
／
小
学
校
低
学
年
部

門（
１・
２
年
生
）／
小
学
校
中
学
年
部
門

（
３・
４
年
生
）／
小
学
校
高
学
年
部
門

（
５・６
年
生
）

テ
ー
マ（
全
部
門
共
通
）　
「
高
梁
市
の
風

景（
ま
ち
な
み
、
自
然
）」

◎
標
語
の
部　
標
語
は
五・七・五
調
の
川

柳
形
式
で
用
紙
は
任
意
の
も
の

部
門　
小
学
校
低
学
年
部
門（
１・
２・
３

年
生
）／
小
学
校
高
学
年
部
門（
４・５・６

年
生
）

テ
ー
マ（
全
部
門
共
通
）　
「
高
梁
の
魅
力

（
高
梁
の
い
い
と
こ
ろ
）」

※
テ
ー
マ
に
関
連
す
れ
ば
テ
ー
マ
の
言
葉

を
含
ま
な
く
て
も
可
。

応
募
方
法　
作
成
者
の
氏
名
、
住
所
、
所

属
の
学
校
・
園
、
学
年
お
よ
び
連
絡
先
の

分
か
る
も
の
を
記
入
、
ま
た
は
添
付
し
て

次
の
ど
ち
ら
か
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
市
子
ど
も
会
連
合
会
所
属
の
子
ど
も
会

会
員
…
各
子
ど
も
会
を
通
じ
て
提
出

②
子
ど
も
会
会
員
で
な
い
人
…
こ
ど
も
未

来
課
ま
た
は
各
地
域
局
へ
提
出

募
集
期
間　
４
月
１
日（
月
）～
５
月
17
日

（
金
）

そ
の
他　
作
品
は
応
募
期
間
中
に
作
成
し

た
も
の
に
限
り
ま
す
。
各
部
門
１
人
１
点

の
み
の
応
募
と
し
、
規
格
外
の
作
品
は
審

査
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

問
こ
ど
も
未
来
課
☎（
21
）０
２
８
８

高
梁
健
康
ス
ポ
ー
ツ
講
座
・

筋
力
ア
ッ
プ
講
座

高
梁
健
康
ス
ポ
ー
ツ
講
座（
４
期
生
）　
マ

イ
ペ
ー
ス
で
運
動
し
た
い
、
激
し
い
運
動

は
苦
手
な
人
向
け
の
講
座
で
す
。

期
間　
4
月
25
日
～
8
月
８
日（
毎
週
木

曜
日
）午
後
６
時
30
分
～
８
時

※
４
月
25
日
は
午
後
６
時
か
ら
開
講
式
が

あ
り
ま
す
。

対
象　
お
お
む
ね
40
～
69
歳

筋
力
ア
ッ
プ
講
座（
３
期
生
）　
体
を
鍛
え

た
い
、
た
く
さ
ん
運
動
し
た
い
人
向
け
の

講
座
で
す
。

期
間　
4
月
23
日
～
8
月
６
日（
毎
週
火

曜
日
）午
後
７
時
～
８
時
30
分

※
４
月
23
日
は
午
後
６
時
30
分
か
ら
開
講

式
が
あ
り
ま
す
。

対
象　
お
お
む
ね
30
～
60
歳

共
通
事
項

場
所　
吉
備
国
際
大
学
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ス

タ
ジ
オ
な
ど

定
員　
先
着
30
人
ず
つ

申
し
込
み　
３
月
18
日（
月
）か
ら
４
月
12

日（
金
）の
間
に
健
康
づ
く
り
課
へ

条
件　
①
特
定
健
康
診
査
受
診
者
、
ま
た

は
受
診
予
定
者　
②
加
療
中
の
場
合
は
医

師
に
運
動
の
許
可
を
も
ら
っ
て
い
る
人

問
健
康
づ
く
り
課
☎（
21
）０
２
６
７

高
梁
市
栄
養
教
室

　
栄
養
・
運
動
・
休
養
な
ど
健
康
に
つ
い

て
の
知
識
を
増
や
し
、
お
い
し
く
て
健
康

に
良
い
食
事
作
り
や
、
市
内
飲
食
店
の
調

理
師
の
調
理
技
術
を
学
ぶ
栄
養
教
室
を
開

催
し
ま
す
。
男
性
の
参
加
も
歓
迎
で
す
。

実
施
期
間　

６
月
～
２
０
２
０
年
３
月

（
月
１
回
・
全
10
回
）

時
間　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
１
時

場
所

①
有
漢
保
健
セ
ン
タ
ー（
第
２
火
曜
日
）

②
川
上
総
合
学
習
セ
ン
タ
ー（
第
３
火
曜
日
）

※
月
に
よ
り
日
に
ち
が
変
わ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

対
象　
20
歳
以
上
の
市
内
在
住
者
で
、
こ

れ
ま
で
に
栄
養
教
室
を
修
了
し
た
こ
と
が

な
い
人

※
平
成
26
年
度
以
前
に
修
了
し
た
人
は
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

内
容　
講
話
と
調
理
実
習

持
参
品　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
タ
オ

ル
、
筆
記
用
具

参
加
費　
３
０
０
円
／
１
回（
食
材
費
）

申
し
込
み　
４
月
26
日（
金
）ま
で

※
修
了
者
は
、
地
域
で
栄
養
委
員
と
し
て

活
動
し
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
健
康
づ
く
り
課
☎（
21
）０
２
６
７

健
康
・
福
祉

子
育
て
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市
か
ら
の
お
知
ら
せ

子
育
て

健
康
・
福
祉

文
化

各
種
相
談

ス
ポ
ー
ツ

イ
ベ
ン
ト

追加検査（希望者のみ）

検査項目 金額 受診可能
医療機関

子宮がん
検診 1,000 円

高梁中央病院
大杉病院
成羽病院

乳がん
検診 2,300 円 高梁中央病院

成羽病院

前立腺がん
検診 800 円

高梁中央病院
大杉病院
成羽病院
まつうらクリニック

骨密度
検査 1,000 円

高梁中央病院
大杉病院
成羽病院

脳ドック
12,000 円 高梁中央病院

7,000 円 成羽病院
(頸動脈エコーなし）

国
保
短
期
人
間
ド
ッ
ク

　
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
を
対
象
と
し

た
短
期
人
間
ド
ッ
ク
を
実
施
し
ま
す
。

対
象　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

①
４
月
１
日
現
在
35
歳
以
上
で
、
受
診
日

に
74
歳
以
下
の
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

②
申
込
日
に
お
い
て
国
民
健
康
保
険
税
に

係
る
徴
収
金
を
滞
納
し
て
い
な
い
世
帯
に

属
す
る
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

③
今
年
度
中
に
市
が
行
う
健
康
診
査
、
特

定
健
康
診
査
、
各
種
が
ん
検
診
を
重
複
し

て
受
診
し
な
い
人

④
人
間
ド
ッ
ク
受
診
後
、
特
定
保
健
指
導

の
対
象
と
な
っ
た
場
合
に
最
後
ま
で
保
健

指
導
を
受
け
ら
れ
る
人

申
し
込
み　
４
月
８
日（
月
）か
ら
５
月
10

日（
金
）ま
で
の
間
に
、
医
療
連
携
課
、
各

地
域
局
、
ま
た
は
各
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込
書
の

ほ
か
に
印
鑑（
朱
肉
を
使
用
す
る
も
の
）、

保
険
証
、
受
診
者
お
よ
び
世
帯
主
の
マ
イ

ナ
ン
バ
ー（
通
知
）カ
ー
ド
が
必
要
で
す
。

　
申
し
込
み
完
了
後
、
受
診
す
る
医
療
機

関
へ
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
一

般
検
診
・
追
加
検
査
と
も
予
算
に
達
し
次

第
募
集
を
終
了
し
ま
す
。

※
申
込
書
は
４
月
５
日（
金
）以
降
に
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

実
施
期
間　
６
月
１
日（
土
）～
２
０
２
０

年
２
月
29
日（
土
）

医
療
機
関　

高
梁
中
央
病
院
、
大
杉
病

院
、
成
羽
病
院
、
ま
つ
う
ら
ク
リ
ニ
ッ
ク

個
人
負
担
金　
一
般
検
診
１
万
円

そ
の
他

○
申
込
書
を
審
査
し
、

受
診
が
決
定
し
た
人
に

受
診
票
を
送
付
し
ま
す
。

○
人
間
ド
ッ
ク
の
結
果

デ
ー
タ
は
、
健
康
指
導

な
ど
に
役
立
て
る
た
め

市
に
提
供
さ
れ
ま
す
。

○
健
康
づ
く
り
課
か
ら

交
付
さ
れ
る
子
宮
が
ん
・

乳
が
ん
検
診
、
前
立
腺

※脳ドックの助成は３年に１回です。平成 29・30 年度に助
成を受けた人は今年度の助成を受けることができません。

交
通
事
故
な
ど
で

受
診
し
た
と
き
は

　
交
通
事
故
に
遭
っ
た
り
飲
食
店
で
の
食

事
が
原
因
で
食
中
毒
に
な
っ
た
り
す
る
な

ど
、
自
分
以
外
の
第
三
者
の
行
為
が
原
因

の
け
が
や
病
気
で
医
療
機
関
を
受
診
す
る

際
に
国
民
健
康
保
険
を
使
っ
た
と
き
は
、

必
ず
「
第
三
者
行
為
に
よ
る
傷
病
届
」
を

医
療
連
携
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
傷
病
届
は
、
国
民
健
康
保
険
が
本

人
に
代
わ
っ
て
加
害
者
や
損
害
保
険
会
社

な
ど
へ
治
療
費
を
請
求
す
る
た
め
に
必
要

な
も
の
で
す
。

　

な
お
、
加
害
者
か
ら
治
療
費
を
受
け

取
っ
た
り
示
談
を
済
ま
せ
た
り
す
る
前
に

医
療
連
携
課
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
医
療
連
携
課
☎（
21
）０
２
５
８

施
術
を
受
け
る
と
き
の
注
意
点

①
負
傷
原
因
を
正
確
に
伝
え
る

②
療
養
費
支
給
申
請
書
の
内
容
を
よ
く
確

認
し
て
自
分
で
署
名
ま
た
は
捺
印
す
る

（
負
傷
原
因
、
負
傷
名
、
日
数
、
金
額
な
ど
）

③
領
収
書
を
保
管
す
る

国
民
健
康
保
険
が
使
え
る
治
療　
急
性
ま
た

は
急
性
に
準
ず
る
外
傷
性
原
因
に
よ
る
も
の

／
打
撲
／
ね
ん
ざ
／
挫
傷
（
肉
離
れ
な
ど
）

／
骨
折
・
脱
臼
（
緊
急
時
以
外
は
医
師
の
同

意
が
必
要
）

国
民
健
康
保
険
が
使
え
な
い
治
療　
慢
性
的

な
要
因
や
疲
労
性
か
ら
く
る
肩
こ
り
や
腰
痛

／
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
に
よ
る
筋
肉
痛
や
筋
肉
疲

労
な
ど
肉
体
疲
労
か
ら
の
回
復
／
脳
疾
患
後

遺
症
な
ど
の
リ
ハ
ビ
リ
／
神
経
痛
リ
ウ
マ
チ　

／
ヘ
ル
ニ
ア
な
ど
慢
性
的
な
病
気
／
病
院
や

診
療
所
な
ど
で
同
じ
部
位
の
治
療
を
受
け
て

い
る
と
き
／
交
通
事
故
や
労
務
災
害
な
ど
第

三
者
が
原
因
と
な
っ
て
い
る
も
の

※
国
民
健
康
保
険
を
使
っ
て
接（
整
）骨
院

で
施
術
を
受
け
た
人
に
、
負
傷
原
因
や
治

療
内
容
な
ど
に
つ
い
て
お
聞
き
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
医
療
費
適
正
化
の
一
環
と

し
て
請
求
内
容
に
誤
り
が
な
い
か
を
確
認

す
る
た
め
に
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
医
療
連
携
課
☎（
21
）０
２
５
８

が
ん
検
診
の
無
料
券
が
使
用
で
き
ま
す
。

○
ピ
ロ
リ
菌
検
査
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
人
間
ド
ッ
ク
受
診
時
に
直
接
医
療

機
関
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
医
療
連
携
課 

☎（
21
）０
２
５
８

健
康
・
福
祉

　
柔
道
整
復
師（
接
骨
院
・
整
骨
院
な
ど
）

の
施
術
に
国
民
健
康
保
険
を
利
用
で
き
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

柔
道
整
復
師
に
か
か
る

　
　
　
　
　
　

  

国
保
利
用
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高
齢
者
総
合
相
談

　
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
で
き
る
よ
う
に
、
介
護
・
福
祉
・
保
健
な
ど
の
相

談
に
対
応
し
て
い
ま
す
。
お
困
り
の
と
き
は
次
の
総
合
相
談
窓
口
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

総合相談窓口一覧 対象地域
高梁市地域包括支援セン
ター ( 介護保険課 ) ☎（21）
０３００

市内全域

成羽ステーション（成羽地
域局）☎（42）３２１１ 成羽地域

川上ステーション（川上地
域局）☎（48）２２００ 川上地域

備中ステーション（備中地
域局）☎（45）２２１１ 備中地域

ゆうゆう村在宅介護支援
センター（東町 1866-3）☎

（22）６３０８

御前住宅・伊賀町・頼久寺町・奥万田町・和田町・向町・寺
町・荒神町・甲賀町・八幡町・柿木町・大工町・間之町・鍛
冶町・下町５・南町・中間町・鉄砲町・弓之町・松原通・東
町・栄町・正宗町・旭町・浜町・大久保・山之上・玉坂・楢
井・玉川町・落合町阿部

白 和 荘 在 宅 介 護 支 援 セ
ン タ ー（高 倉 町 大 瀬 八 長
2663-1）☎（22）５５２９

内山下・川端町・本町・新町・小高下町・御前町・石火矢
町・中之町・片原町・下町１～４・落合町近似・川面町・高
倉町・津川町

在宅介護支援センターグ
リーンヒル順正（松原町神
原 2281-8）☎（23）１２３０

上谷町・下谷町・原田北町・原田南町・横町・中原町・段
町・河内谷・広瀬・宇治町・松原町・落合町福地・落合町原
田・成羽町（相坂・長地・小泉・中野・羽根・吹屋・布寄）

有漢在宅介護支援センター
（有漢町有漢 7945-18）☎
（57）９９２２

有漢町・中井町・巨瀬町

※４月１日から在宅介護支援センターの対象地域（担当地区）が一部変更になります

健
康
・
福
祉

問
介
護
保
険
課
☎（
21
）０
３
０
０

春
休
み
！
ワ
ク
ワ
ク
手
作
り

体
験
教
室

　
親
子
で
楽
し
め
る
手
作
り
体
験
教
室
で

す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

第
10
回
岩い

わ

戸と

開び
ら

き
in
用
瀬
祭

　
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
競
技
の
交
流
会
で
す
。

日
時　
４
月
14
日（
日
）午
前
10
時
～
午
後

３
時（
受
け
付
け
は
午
前
９
時
～
９
時
30
分
）

※
雨
天
の
場
合
は
４
月
28
日（
日
）に
順
延

場
所　
用よ

う
瀬ぜ

獄だ
け
フ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
広
場

参
加
費　
１
０
０
０
円（
保
険
料
・
食
事

券
込
み
／
当
日
集
金
）

カ
テ
ゴ
リ
ー　
①
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ス
（
小
学

３
年
生
以
下
）
②
チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ス

（
小
学
４
～
６
年
生
）
③
オ
ー
プ
ン
ク
ラ

ス
（
中
学
生
以
上
・
５
級
以
上
）

申
し
込
み　
４
月
５
日（
金
）ま
で
に
杉
田

商
店
へ
申
込
書
を
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

（
先
着
順
・
定
員
70
人
）

問
杉
田
商
店
☎
F（
45
）３
１
０
６

イ
ベ
ン
ト

日程 メニュー

３月 30 日（土） クラフトテープで「春の
リース」を作ろう！

３月 31 日（日） 「万華鏡」「オリジナルペン
立て」を作ろう！

  ４月６日（土） ア ニ メ ー シ ョ ン の 原 点
「ゾートロープ」を作ろう！

  ４月７日（日） 牛乳パックで「小物入れ」
を作ろう！

時
間　
午
前
10
時
～
正
午
／
午
後
2
時
～

４
時（
４
日
間
共
通
・
１
日
２
回
）

場
所　
吉
備
川
上
ふ
れ
あ
い
漫
画
美
術
館

参
加
費　
入
館
料
の
み
（
一
般
４
０
０
円

／
高
校
・
大
学
生
３
０
０
円
／
小
・
中
学

生
２
０
０
円
）

※
市
内
在
住
の
小
・
中
学
生
は
学
校
休
校

日
の
入
館
料
が
無
料
／
市
内
在
住
の
65
歳

以
上
の
人
は
入
館
料
が
無
料

問
吉
備
川
上
ふ
れ
あ
い
漫
画
美
術
館

☎（
48
）３
６
６
４

第
25
回
酒
蔵
コ
ン
サ
ー
ト

Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ 

in 

Ｕ
Ｋ
Ａ
Ｎ

日
時　
４
月
21
日（
日
）午
後
１
時
30
分
～

（
午
後
０
時
30
分
開
場
）

場
所　
芳ほ
う
烈れ

つ
酒
造
「
酒さ

か
蔵ぐ

ら
」

出
演　

デ
ィ
キ
シ
ー
ラ
ン
ド 

ク
ラ
ッ

カ
ー
ジ
ャ
ッ
ク
ス

入
場
料　

前
売
り
４
０
０
０
円
／
当
日

４
５
０
０
円

主
催　
ジ
ャ
ズ
イ
ン
ウ
カ
ン
実
行
委
員
会

問
芳
烈
酒
造（
株
）☎（
57
）２
０
０
３
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日
時　
４
月
28
日（
日
）午
前
８
時
30
分
～

場
所　
高
梁
市
民
体
育
館

対
象　
市
内
、
新
見
市
、
吉
備
中
央
町
に

在
住
ま
た
は
通
勤
・
通
学
し
て
い
る
人

部
門　
１
部
～
３
部（
ペ
ア
の
組
み
合
わ

せ
は
自
由
）／
４
部（
初
心
者
お
よ
び
小
学

生
）

参
加
費　
高
校
生
以
下
５
０
０
円
／
一
般

１
０
０
０
円

申
し
込
み　
４
月
16
日（
火
）ま
で
に
高
梁

市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
へ

問
高
梁
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
・
長は
谷せ

川が
わ
香か
織お

りさ
ん

☎
０
９
０
‐
１
０
１
１
‐
７
５
１
２

ス
ポ
ー
ツ

　
本
学
社
会
科
学
部
ス
ポ
ー
ツ
社
会
学
科

4
年
の
服は
っ
と
り部

真ま
こ
と琴

さ
ん
が
、
野
球
独
立

リ
ー
グ
・
四
国
ア
イ
ラ
ン
ド
リ
ー
グ
プ
ラ

ス
の
「
徳
島
イ
ン
デ
ィ
ゴ
ソ
ッ
ク
ス
」
へ

入
団
し
ま
す
。

　

服
部
さ
ん

は
、
走
攻
守

全
て
の
面
で

ス
ケ
ー
ル
が

大
き
い
右
投
げ
左
打
ち
の
外
野
手
で
す
。

力
強
い
ス
イ
ン
グ
か
ら
放
た
れ
る
打
球
は

飛
距
離
が
大
き
く
、
大
学
野
球
で
は
ホ
ー

ム
ラ
ン
を
量
産
し
ま
し
た
。
平
成
30
年
３

月
に
行
わ
れ
た
本

学
と
の
オ
ー
プ
ン

戦
後
に
誘
い
が
あ

り
、
入
団
が
決
ま

り
ま
し
た
。

　

本
学
硬
式
野
球

部
の
羽は

の野
真し

ん
や哉
監

督
は
、「
独
立
リ
ー
グ
か
ら
Ｎ
Ｐ
Ｂ（
日
本

プ
ロ
野
球
機
構
）へ
の
道
を
切
り
開
い
て

ほ
し
い
」
と
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

吉
備
国
際
大
学
の
服
部
さ
ん
が

野
球
独
立
リ
ー
グ
へ

問
順
正
学
園
入
試
広
報
室

☎
０
８
６
（
２
３
１
）
３
６
０
０

高
梁
市
体
育
協
会
長
杯

軟
式
野
球
大
会

日
時　
４
月
28
日
・
５
月
５
日（
と
も
に

日
曜
日
）午
前
９
時
～

場
所　
神
原
ス
ポ
ー
ツ
公
園
野
球
場

対
象　
一
般
の
チ
ー
ム（
社
会
人
用
Ｍ
号

球
を
使
用
）

参
加
費　
無
料

申
し
込
み　
４
月
23
日（
火
）午
後
７
時
か

ら
行
う
抽
選
会（
高
梁
市
民
体
育
館
）に
出

席
し
て
く
だ
さ
い
。

問
岡
山
県
軟
式
野
球
連
盟
高
梁
地
区
・
赤あ

か
木ぎ

寛ひ
ろ
幸ゆ

きさ
ん

☎
０
９
０
‐
４
１
４
９
‐
１
３
５
５

高
梁
市
体
育
協
会
長
杯

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

日
時　
４
月
28
日（
日
）午
前
９
時
～

場
所　
神
原
ス
ポ
ー
ツ
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

対
象　
高
梁
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
員
か
、

市
内
、
新
見
市
に
在
住
ま
た
は
通
勤
・
通

学
し
て
い
る
人

部
門　
第
１
部（
高
校
生
男
子
～
44
歳
男

子
）／
第
２
部（
45
～
64
歳
男
子
、
19
～
44

歳
女
子
）／
第
３
部（
65
歳
以
上
男
子
、
高

校
生
女
子
、
45
歳
以
上
女
子
）

備
北
地
区
２
市
１
郡

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

　
３
月
３
日
、
順
正
高
等
看
護
福
祉
専
門

学
校
で
第
50
回
卒
業
証
書
授
与
式
を
挙
行

し
ま
し
た
。

　
当
日
は
学
生
一
人
一
人
に
卒
業
証
書
が

授
与
さ
れ
る
と
と
も
に
、
特
に
優
秀
な
成

績
を
修
め
他
の
模
範
と
な
っ
た
学
生
に
学

園
創
立
者
の
名
を
冠
し
た
「
加か

け計
勉つ

と
む

賞し
ょ
う」

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
積
極
的
に

取
り
組
み
、
そ
の
活
動
が
優
秀
と
認
め
ら

れ
た
学
生
を
称
え
る
「
方ほ
う

谷こ
く

賞し
ょ
う」

が
近こ

ん
ど
う藤

隆た
か
の
り則

市
長
か
ら
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
看
護
学
科
と
介
護
福
祉
学
科
あ
わ
せ
て

46
人
は
、
来
賓
の
皆
さ
ん
や
教
職
員
、
保

順
正
高
等
看
護
福
祉
専
門
学

校
で
卒
業
証
書
授
与
式

参
加
費　
１
組
１
０
０
０
円

申
し
込
み　
４
月
18
日（
木
）ま
で
に
高
梁

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
へ

問
高
梁
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
・
川か
わ
西に
し
基も
と
隆た
か
さ
ん

☎
０
９
０
‐
２
２
９
１
‐
１
６
８
７

護
者
、
在
学
生
な

ど
に
見
送
ら
れ
ま

し
た
。
そ
し
て
、

慣
れ
親
し
ん
だ
学

び
舎や

か
ら
看
護
師

や
介
護
福
祉
士
の

道
へ
と
旅
立
ち
ま

し
た
。
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吉備国際大学シャルム岡山高梁
プレナスチャレンジリーグW

ウ エ ス ト

EST
開幕戦（ホーム）
日時　４月 14 日 ( 日 )　　
　　　午後１時キックオフ

場所　シャルムスタジアム

対戦相手　セレッソ大阪堺ガールズ
※第２戦以降の予定は４月に発表されます。

柴
しばむら

村  和
か ず き

樹 新監督より
「今シーズンスタートに向けて」
　監督に就任しました柴村和樹と申し
ます。
　日本サッカー界に 「革新」を起こすために日本一の
練習を行い、選手やスタッフが成長した姿を皆さんと
シャルムスタジアムで共有したいと思います。
　多くの皆さんに応援していただけるチームを目指し、

「覚悟」を持って頑張りたいと思います。今年もご声援
のほどよろしくお願いいたします。

問高梁スポーツクラブ☎（22）９４０３

７日（日） 西医院（中之町） ☎（22）２８２０

14 日（日）
高梁整形外科医院（本町）
☎（22）１５３１
川上診療所（川上町） ☎（48）４１８８

21 日（日）
大杉病院（柿木町） ☎（22）５１５５
まつうらクリニック（成羽町）
☎（42）２３１５

28 日（日）
藤本診療所（松原通） ☎（22）３７６０

備中診療所（備中町） ☎（45）９００１
29 日

（月・祝） 三村医院（巨瀬町） ☎（25）９０１０

30 日
（火・祝） 成羽病院（成羽町） ☎（42）３１１１

休日当番医（４月）

※休日当番医が変更になる場合があります。
　受診前に電話でご確認ください。
問高梁市消防本部 緊急情報ダイヤル☎（21）０１００

求人情報

職　種 所在地 賃 金 月 額
自動車・二輪車
の販売・修理 有漢町 180,000 円～ 300,000 円
一般事務・法
律事務 弓之町 150,000 円～ 170,000 円

訪問介護員 東町 145,000 円～ 155,000 円
電気工事士 落合町 日給 10,000 円～ 15,000 円
看護職員 落合町 213,200 円～ 281,300 円
建設現場・雑
務職 成羽町 210,000 円～ 230,000 円
介護支援ス
タッフ 川上町 時給 850 円～ 1,000 円
製造作業者

（パート） 松山 時給 807 円～ 850 円
清酒製造補助・
分析等（パート） 成羽町 時給 850 円
加工・検査・
梱包（パート） 成羽町 時給 850 円～ 900 円

※�詳しくはハローワークインターネットサービス
www.hellowork.go.jp をご覧ください。
問ハローワーク高梁☎（22）２２９１

歴史街道ウルトラマラニック
吹屋～宇治ふれあいマラニック

日時　　５月 11 日（土） 午前６時 30 分～（受け付けは午前６時～）
集合　　高梁市民体育館前
コース　① 77km　② 55km
参加費　宿泊２食付き…１万 6500 円／日帰り…9500 円
条件　　18 歳以上で午後６時 30 分までに吹屋に到着できる人
定員　　150 人

日時　　５月 12 日（日） 午前８時～（受け付けは午前７時～）
集合　　吹屋下町駐車場
コース　①家族マラニック＆ウォーク８km　②ふれあい
　　　　マラニック 12km　③ふれあいマラニック 22km
参加費　�一般 3000 円／中学生以下および歴史街道ウルトラ

マラニック参加者 1500 円（ともに昼食代含む）
定員　　200 人

歴史街道ウルトラマラニック

　マラソンとピクニックを合わせた競技です。自分のペースで高梁
～成羽～川上～備中～宇治～吹屋の町並みを楽しく走りましょう。

吹屋～宇治ふれあいマラニック

申込方法　（定員になり次第締め切ります）
①�インターネットで「ＪＴＢスポーツステーション」からお

申し込みください。
②�参加費と申込書を事務局（〒 719-2341 成羽町吹屋 838-2）

へ郵送してください。

問歴史街道マラニック事務局（成羽地域吹屋連絡所内） ☎（29）２２２２
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三み
う
ら浦   

孝の
り
あ
き章

社
会
教
育
課 

文
化
財
保
護
主
事

新
選
組
隊
士
　
谷
三
兄
弟

　
平
成
30
年
12
月
、
備
中
松
山
城
に
猫
城

主
「
さ
ん
じ
ゅ
ー
ろ
ー
」
が
就
任
し
ま
し

た
。
そ
の
名
前
の
由
来
が
備
中
松
山
藩
出

身
の
新
選
組
隊
士
、
谷た
に

三さ
ん
じ
ゅ
う
ろ
う

十
郎
で
あ
る
こ

と
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

　
今
年
度
最
後
の「
幕
末
の
偉
人
伝
」で
は
、

谷
三
十
郎
を
は
じ
め
と
す
る
備
中
松
山
藩

ゆ
か
り
の
幕
末
志し

し士
を
紹
介
し
ま
す
。

役
職
）を
務
め
、
そ
の
３
人
の
息
子
は「
谷

三
兄
弟
」と
呼
ば
れ
ま
し
た
。
の
ち
に「
新

選
組
の
三
兄
弟
」
と
称
さ
れ
た
と
も
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
長
男
の
三
十
郎
は
近
き
ん
じ
ゅ
う習

（
主
君
の
近
く
に
仕
え
る
役
職
）を
務
め

て
い
ま
し
た
が
、
安あ
ん
せ
い政
３（
１
８
５
６
）年

10
月
13
日
に
御お
い
と
ま暇（

藩
士
解
雇
）の
咎と

が
を
受

け
、
備
中
松
山
を
離
れ
ま
す
。
三
十
郎
と

次
男
・
万ま
ん
た
ろ
う

太
郎
は
剣け

ん
じ
ゅ
つ術・

槍そ
う
じ
ゅ
つ術に

優
れ
、

大
坂
で
剣
術
道
場
を
開
き
ま
し
た
。
そ
こ

で
新
選
組
幹
部
の
原は
ら
だ田

左さ
の
す
け

之
助
と
出
会
っ

た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
新
選
組
に
入
隊
し

た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
三

男
・
昌ま
さ
た
け武
を
呼
び
寄
せ
、
三
兄
弟
は
揃
っ

て
新
選
組
隊
士
と
な
り
ま
し
た
。

　
三
兄
弟
は
「
池
田
屋
襲
撃
事
件
」
や
大

坂
で
の
「
ぜ
ん
ざ
い
や
襲
撃
事
件
」
で
手

柄
を
立
て
、
三
十
郎
は
七な
な
ば
ん
ぐ
み

番
組
組
長
を
務

め
る
な
ど
幹
部
と
し
て
新
選
組
を
支
え
ま

し
た
が
、
元げ
ん
じ治
２（
１
８
６
６
）年
４
月
１

日
に
死
亡
し
ま
し
た
。
死
因
は
病
死
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
不
審
な
と
こ
ろ
も
あ

り
真
実
は
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
後
に
昌

武
は
新
選
組
局
長
近こ
ん
ど
う藤
勇い

さ
みの
養
子
と
な

り
、「
近こ
ん
ど
う藤
周し

ゅ
う
へ
い
平
」
を
名
乗
り
ま
し
た
。

　

原は
ら
だ田
亀か

め
た
ろ
う

太
郎
は
新
町
の
煙た

ば
こ草
商
の
家
に

生
ま
れ
、
幼
少
よ
り
勉
学
に
励
み
、
備
中

松
山
藩
主
板い
た
く
ら
か
つ
き
よ

倉
勝
静
に
才
能
を
見
込
ま
れ

士し
か
く格

に
準
じ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
倉

敷
の
森も
り
た田

節せ
っ
さ
い斎

の
門
に
入
る
と
尊そ

ん
の
う皇

攘じ
ょ
う
い夷

の
思
想
に
芽
生
え
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
亀
太
郎
は
日
ご
ろ
か
ら
尊
王
攘
夷
を
主

張
し
ま
す
が
、
嘉か
え
い永
６（
１
８
５
３
）年
に

ア
メ
リ
カ
船
が
浦
賀
に
来
航
し
和
親
貿
易

を
迫
っ
た
際
に
、
幕
府
が
と
っ
た
処
置

に
憤ふ
ん
が
い慨

し
ま
す
。
文ぶ

ん
き
ゅ
う久

３（
１
８
６
３
）

年
、
元
侍じ
じ
ゅ
う従
中な

か
や
ま
た
だ
み
つ

山
忠
光
が
大や

ま
と和
で
挙
兵
し

た
天て
ん
ち
ゅ
う
ぐ
み

誅
組
の
乱
に
参
戦
し
各
地
を
転
戦

し
ま
す
が
敗
戦
し
捕
え
ら
れ
、
元
治
元

（
１
８
６
４
）年
７
月
に
京
都
の
獄ご
く
し
ゃ舎
で

同ど
う
し
ゅ
う囚

32
人
と
と
も
に
処
刑
さ
れ
ま
し
た
。

　
亀
太
郎
は
生
前
、
同
志
社
大
学
の
創
設

者
で
あ
る
新に
い
じ
ま
じ
ょ
う

島
襄
と
親
交
が
あ
り
、
新
島

が
明
治
13（
１
８
８
０
）年
に
キ
リ
ス
ト
教

の
布
教
で
高
梁
を
訪
れ
た
際
に
亀
太
郎
の

実
家
に
立
ち
寄
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
時
の

こ
と
を
「
旧
友
の
原
田
亀
太
郎
の
家
を
訪

ね
る
と
、
父
が
存
命
で
あ
り
、
私
に
対
し

て
昔
話
を
し
て
く
れ
た
。
私
に
出
会
え
た

そ
れ
ぞ
れ
の
意
思
を
貫
き

天
誅
組
　
原
田
亀
太
郎

こ
と
を
、
息
子
が
帰
っ
て
き
て
く
れ
た
よ

う
だ
と
喜
ん
で
く
れ
た
」
と
し
た
た
め
た

手
紙
を
妻
の
八や

重え

へ
送
っ
て
い
ま
す
。

谷三兄弟の生家跡　
（現在の高梁高校温知寮）

幕
末
の
偉
人
伝
⑤  

備
中
松
山
藩
ゆ
か
り
の
幕
末
志
士

　
谷
家
の
父
・
三さ

ん
じ
ろ
う

治
郎
は
、
備
中
松
山
藩

の
旗は
た

奉ぶ
ぎ
ょ
う行（

戦
場
で
旗は

た
さ
し
も
の

指
物
を
管
理
す
る

原田亀太郎生家跡　
（新町）

　
幕
府
が
鳥
羽
伏
見
で
敗
戦
す
る
と
、
新

選
組
は
土ひ
じ
か
た
と
し
ぞ
う

方
歳
三
を
中
心
に
東
北
各
地
を

転
戦
し
ま
す
。
そ
の
新
選
組
は
「
後
期
新

選
組
」
と
呼
ば
れ
、
備
中
松
山
藩
ゆ
か
り

の
人
物
も
多
く
入
隊
し
、
函
館
戦
争
に
参

戦
し
て
い
ま
す
。

　
幕
末
の
動
乱
期
に
備
中
松
山
藩
ゆ
か
り

の
志
士
た
ち
が
、
立
場
は
異
な
れ
ど
国
や

幕
府
の
将
来
を
考
え
、
命
を
か
け
て
そ
れ

ぞ
れ
の
意
思
や
主
張
を
貫
き
と
お
し
行
動

し
て
い
た
の
で
す
。

　

猫
城
主
「
さ
ん
じ
ゅ
ー
ろ
ー
」
の
名
前

を
耳
に
す
る
と
き
、
こ
う
し
た
志
士
た
ち

が
備
中
松
山
藩
に
い
た
こ
と
に
も
思
い
を

め
ぐ
ら
せ
る
機
会
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
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給食アンサンブル� 　如月かずさ  著　　東京美術  出版

　麻婆豆腐、黒糖パン、ミルメークなど、給食に
関わる６人の中学生のストーリーがすがすがしい
筆
ひ っ ち

致で綴
つづ

られています。好きな献立や苦手な献立
など、給食にまつわる思い出があなたにもあると
思います。私はこの本を読んで、当時のキラキラ
した一生懸命な気持ちを思い出しました。児童書
ですが、大人の皆さんにも読んでいただきたいと
思います。

図書館だより

今月のおすすめ図書
高
梁
市
図
書
館
　

　�
  

淺あ
さ
の野 

貴あ
つ
み美 

さ
ん

ホームページ

えほんの読み聞かせ～成羽図書館～

日　　時　４月 13日（土）午前 10時～ 11時
内　　容　絵本、大型絵本、紙芝居など
工　　作　折り紙でパズル遊び

問成羽図書館☎（42）２５８９
　午前９時～午後５時 開館（月曜日休館）

健康増進セミナー
日　　時　３月 30日（土）午後２時～３時
場　　所　２階フロア奥
定　　員　10 人（要事前予約／参加費無料）

写経写仏の会
日　　時　３月31日（日）午前11時～午後０時30分
場　　所　４階多目的室
定　　員　30 人（要事前予約／参加費無料）
※筆ペンまたはサインペンを持参してください。

おはなしたまてばこ おはなし会
日　　時　４月 13日（土）午後３時～３時 30分
場　　所　４階多目的室
申し込み　自由参加

高梁市図書館のイベント情報

問高梁市図書館☎（22）２９１２
　午前９時～午後９時 開館（年中無休）

４月の移動図書館

第1・3火曜日
（２日・16日）

川面小学校（16日のみ）
川面地域市民センター
津川小学校（16日のみ）
落合地域市民センター
津川地域市民センター

10:00 ～ 10:30
10:30 ～ 11:30
13:0５ ～ 13:30
14:00 ～ 15:00
15:30 ～ 16:００

第1・3水曜日
（３日・17日）

有漢西小学校（17日のみ）
巨瀬小学校（17日のみ）
川上ふるさとプラザ
成羽長寿園
日名神楽公園

10:10 ～ 10:４0
1２:５0 ～ 1３:２0
1４:0０ ～ 1５:０0
1５:３0 ～ 15:４５
1６:０0 ～ 16:３０

第1・3木曜日
（４日・18日）

福地小学校（18日のみ）
やまびこカフェ
宇治小学校（18日のみ）
宇治地域市民センター
松原小学校（18日のみ）

10:15 ～ 10:４0
1１:１５ ～ 1２:１５
1３:００ ～ 1３:３０
14:３0 ～ 15:３0
16:00 ～ 16:2０

第2・4火曜日
（９日・23日）

玉川地域市民センター
吹屋連絡所
ささゆり苑

10:00 ～ 11:00
14:15 ～ 1５：１5
1５:4５ ～ 1６:1５

第2・4水曜日
（10日・24日）

川上小学校
富家小学校
西山郵便局横
コミュニティハウス湯野荘

10:00 ～ 10:２0
1３:0５ ～ 13:２５
1４:１５ ～ 1４:４５
1５:１５ ～ 1５:４５

第2・4木曜日
（11日・25日）

巨瀬地域市民センター
玉川小学校
有漢東小学校

10:00 ～ 1１:０0
12:40 ～ 13:４0
1５:３0 ～ 1５:５５

第2・4金曜日
（12日・26日）

中井小学校
高倉地域市民センター
中井地域市民センター
なごみの森
落合小学校

10:15 ～ 10:４5
1２:３0 ～ 1３:０0
1３:３０ ～ 1４:０0
1４:４0 ～ 15:１０
1５:３0 ～ 16:００

巡回スケジュールの変更
　利用しやすい移動図書館を目指し、４月から新し
いスケジュールで運行します。
　「月に２回の楽しみを運ぶ図書館」を目標に、ス
タッフ一同皆さまのご利用をお待ちしています。

※３月でイズミゆめタウンは廃止となります。４月から新しくコミュニティハウス湯野荘へ巡回します。

平成30年７月豪雨により被災した移動図書館車に代わ
りネスレ日本（株）の臨時車両で運行中

児童書
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市
長
室
か
ら
　
こ
ん
に
ち
は

●
皆
さ
ん
は
高
梁
の
ま
ち
が
き
れ
い
だ
と

思
い
ま
す
か
。
私
は
比
較
的
き
れ
い
だ
な

と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
多
く
の
皆
さ
ん
が

早
朝
や
昼
休
み
な
ど
に
ビ
ニ
ー
ル
袋
や
ほ

う
き
、
ち
り
と
り
を
持
っ
て
ご
み
を
拾
う

な
ど
の
清
掃
活
動
を
さ
れ
て
い
る
か
ら
だ

と
思
い
ま
す
。
こ
う
し
た
行
動
を
さ
れ
る

方
や
ご
み
を
捨
て
ず
に
持
ち
帰
る
方
も
多

い
と
思
い
ま
す
が
、
一
方
で
残
念
な
こ
と

に
、
た
ば
こ
の
吸
い
殻
や
食
品
の
食
べ
か

す
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ご
み
が
毎
日
落
ち

て
い
ま
す
。
社
会
で
生
活
し
て
い
く
上
で

の
マ
ナ
ー
を
守
り
、
私
た
ち
の
ま
ち
高
梁

を
美
し
く
保
ち
ま
し
ょ
う
。

●
平
成
30
年
７
月
豪
雨
に
よ
る
災
害
を

受
け
、
市
民
の
皆
さ
ん
も
防
災
や
減
災
に

対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
メ
デ
ィ
ア
で
も
災
害
時

の
備
え
な
ど
に
つ
い
て
頻
繁
に
報
道
さ
れ

て
い
ま
す
。
昨
年
か
ら
地
域
で
の
説
明
会

な
ど
で
市
内
各
地
を
回
っ
て
い
ま
す
が
、

皆
さ
ん
が
避
難
場
所
に
つ
い
て
心
配
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。
よ
り

安
全
な
場
所
に
移
動
し
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
今
後
、
避
難
所
の
見
直
し
を
行
っ
て

い
く
と
と
も
に
、
避
難
に
関
す
る
情
報
を

で
き
る
だ
け
早
く
発
信
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。「
夜
で
周
り
が
暗
い
」「
激
し
い

雨
が
降
っ
て
い
る
」「
河
川
の
水
位
が
上
昇

し
て
い
る
」
と
い
う
状
況
で
は
、
避
難
場

所
に
移
動
す
る
ほ
う
が
危
険
な
場
合
も

考
え
ら
れ
ま
す
。
で
き
る
限
り
早
め
の
行

動
を
と
る
た
め
に
も
、
地
域
の
皆
さ
ん
で

一
度
、
避
難
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

●
鉄
道
フ
ァ
ン
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン

ル
が
あ
り
ま
す
。
私
は
「
乗
り
鉄
」
で
す

が
、「
撮
り
鉄
」
や
「
時
刻
表
オ
タ
ク
」

な
ど
、
多
く
の
皆
さ
ん
が
い
て
楽
し
い
も

の
で
す
。
先
日
、
Ｊ
Ｒ
岡
山
駅
で
伯
備
線

の
電
車
を
待
っ
て
い
た
と
き
、
４
番
ホ
ー

ム
の
電
光
掲
示
板
に
「
回
送
」
と
表
示

さ
れ
ま
し
た
。
何
が
来
る
の
か
と
思
っ
て

い
た
ら
、
宮
原
支
所
の
Ｄ
Ｄ
51
が
単
機
で

や
っ
て
き
ま
し
た
。
他
の
車
両
を
運
ん
だ

帰
り
だ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
そ
れ
で
も
１

人
カ
メ
ラ
を
構
え
る
方
が
い
た
こ
と
に
驚

き
ま
し
た
。
次
は
声
を
か
け
て
、
情
報
交

換
を
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
「
古
民
家
を
再
生
し
、

地
域
資
源
を
活
か
し
た

カ
フ
ェ
を
開
業
す
る
」

と
い
う
起
業
型
ミ
ッ

シ
ョ
ン
を
軸
と
し
て
活

動
中
の
松
野
で
す
。

　

宇
治
町
宇
治
の
一
角
は
、
昭
和

30
～
40
年
代
に
は
「
宇
治
銀
座
」

と
呼
ば
れ
商
店
が
建
ち
並
び
賑

わ
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
今
で
は

宿
泊
施
設
と
飲
食
店
が
一
軒
ず
つ

あ
る
の
み
で
す
が
、
そ
の
周
辺
に
数
件
残

る
明
治
初
期
の
建
造
物
は
、
今
も
宇
治
の

景
色
を
彩
る
ひ
と
つ
で
す
。

　
「
こ
の
美
し
い
景
観
を
守
り
た
い
」「
再

び
人
々
が
行
き
交
う
地
域
に
し
た
い
」
と

い
う
思
い
か
ら
、
私
は
解
体
直
前
だ
っ
た

元
商
家
「
旧
西
仲
田
邸
」
を
購
入
し
ま
し

た
。
外
注
す
れ
ば
高
額
と
な
る
再
生
工
事

を
、地
域
の
人
や
家
族
と
ア
イ
デ
ア
を
出
し

合
い
な
が
ら
自
力
で
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

�

再生工事中（平成30年12月）

購入直後の旧西仲田邸
（平成 27 年９月）

　
協
力
隊
員
と
な
っ
て
か
ら

の
２
年
半
の
間
に
、
再
生
工

事
と
仮
店
舗
で
の
カ
フ
ェ
営

業
、
地
域
イ
ベ
ン
ト
の
実

施
、
サ
ロ
ン
開
催
や
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
な
ど
の
地
域
福
祉
活
動
、
移
住
者

同
士
の
交
流
や
研
修
・
視
察
の
受
け
入
れ

な
ど
多
く
の
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
い
つ
も
応
援
・
協
力
し
て
く
だ
さ

る
皆
さ
ん
に
助
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
昨
年

の
豪
雨
で
工
事
中
の
旧
西
仲
田
邸
も
少
し

被
害
を
受
け
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
協
力

隊
を
卒
業
す
る
約
半
年
後
ま
で
に
カ
フ
ェ

の
営
業
許
可
を
取
得
し
、
開
店
へ
向
け
て

走
り
切
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
と
と
も
に
歩
み
、
見
つ
け
た
、

高
梁
の
良
い
も
の
が
た
く
さ
ん
詰
ま
っ
た

私
の
宝
箱
作
り
、
ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト
で

す
！

「元醤油商家再生現場見学」で訪れた
皆さんと記念撮影（平成 30 年３月）

松
ま つ の

野 夏
な つ こ

子 隊員

市長室
から

こ
ん
に
ち
は
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在宅医療・介護連携推進事業通信 第 42 回

　多くの高齢者は医療を受けながら生まれ育った地域で生きがいを持って生活
していますが、加齢や病気などにより介護や療養を必要とする高齢者も増加し
ています。
　私は今回、市内の訪問看護ステーションでの在宅看護実習に参加し、糖尿病
患者の方への訪問に同行しました。患者さんの奥さんも高齢者で、夫の血糖値
を気にしながらも「夫が食べられないのはかわいそう」と間食を食べさせるなど、
食事による糖質コントロールが不十分な様子でした。訪問回数が限られた中で看護師によるインスリン注射が行
われていますが、低血糖への対処などに不安を感じているようでした。
　実習後、実習先の訪問看護師の方から「住み慣れた地域で近隣の方と交流しながら､ 日常生活の楽しみを制限
するだけでなく、療養者が満足できるように生活をサポートすることが大切」と教えていただき、地域と連携し

た在宅医療や介護を提供することが大切だと気付きました。私の訪問先の家族は、
介護の大変さや糖尿病の改善が難しいことも分かった上で在宅療養を選ばれていま
す。このような方々が安心して住み慣れた地域で過ごせるように、私たちは在宅医
療だからこそできる高齢者の生活の質を常に考えながら､ 在宅療養者だけでなく家
族の生活の質を高めるための医療を行うことも大切だと感じました。

問医療連携課 ☎（21）０３０４

～在宅医療について【実習の経験から】～ 小こ
ば
や
し林 

都つ

き

み
希
美
さ
ん

（
吉
備
国
際
大
学
看
護
学
科
４
年
）

健康づくり応援通信 ⑳ 問健康づくり課 ☎（21）０２６７

　栄養改善協議会連合会川上支部では、平成 26年度から塩分を控えめに
したみそ作りに取り組んでおり、講習会などを通して減塩普及活動を行っ
ています。
　今回はこの減塩みそを使って、材料に味を染み込ませずに減塩みそをか
らめるだけで簡単にできる「根菜のごまみそ和え」を紹介します。

甲こ
う
だ田 

紗さ

や

か
也
香 

管
理
栄
養
士

（
健
康
づ
く
り
課
）

塩分を取りすぎていませんか？～減塩みそで健康づくり～

【作り方】
① �里芋・ニンジン・ゴボウの皮をむき乱切りにする。

② こんにゃくを食べやすい大きさにちぎり、下茹でする。

③ �里芋・ニンジン・ゴボウを柔らかくなるまで茹で
る。サヤエンドウは軽く茹で、斜め半分に切る。

④ �ボウルにⒶを合わせ、里芋・ニンジン・ゴボ
ウ・こんにゃくを入れ、混ぜ合わせて器に盛る。

⑤ サヤエンドウを添える。

【材料】（２人分）
里芋（冷凍可）…… 80g

ニンジン………… 40g

ゴボウ…………… 40g

こんにゃく……… 60g

サヤエンドウ…… ２枚

すりごま……… 小さじ２

みそ（減塩）…… 小さじ 1.5

砂糖………… 小さじ２

みりん……… 小さじ１

酒…………… 小さじ１ 根菜のごまみそ和え

看護の魅力ガイダンスの様子

Ⓐ
 【１人分の栄養価】　エネルギー 93kcal　脂質 1.4g
 たんぱく質 2.3g　カルシウム 63mg　食塩 0.5g

みそ作りの様子
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３
さい

竹
たけかわ

川 修
しゅうじ

史ちゃん
（下谷町）

２
さい

植
う え だ

田 陽
は る と

斗ちゃん
（落合町阿部）

３月に誕生日を
迎える子どもたちです

お誕生日
おめでとう！

１
さい

相
あいはら

原 結
ゆ い と

斗ちゃん
（原田南町）

3
さい

川
かわかみ

上 翔
しょうへい

平ちゃん
（落合町阿部）

６
さい

池
い け だ

田 智
ち さ

咲ちゃん
（和田町）

２
さい

継
つぎやま

山 智
ともひと

仁ちゃん
（落合町阿部）

４
さい

伊
い だ

田 葵
あおい

ちゃん
（成羽町下原）

４
さい

伊
い だ

田 宰
つかさ

ちゃん
（成羽町下原）

３
さい

大
おおがき

垣 奏
そう

ちゃん
（御前町）

４
さい

梶
か じ た

田 陽
ひ な

菜ちゃん
（落合町阿部）

６
さい

 山
やまがた

縣 陽
ひ な た

詩ちゃん
（頼久寺町）

３
さい

戸
と だ

田 景
け い た

太ちゃん
（川端町）

３
さい

平
ひ ら い

井 心
み ゆ

結ちゃん
（原田北町）

３
さい

安
あんどう

藤 莉
り こ

子ちゃん
（落合町阿部）

１
さい

冨
と み や

彌 唯
ゆ な

愛ちゃん
（落合町阿部）

３
さい

亀
か め い

井 健
たけひろ

弘ちゃん
（宇治町宇治）

３
さい

大
おおつか

塚 すずちゃん
（原田北町）

6
さい

難
な ん ば

波 奏
そうすけ

介ちゃん
（川端町）

５
さい

川
かわかみ

上 創
そ う た

大ちゃん
（成羽町上日名）

５
さい

徳
と く だ

田 咲
さ き な

菜ちゃん
（落合町阿部）

１
さい

樋
ひ ぐ ち

口 ももちゃん
（川面町）

１
さい

 泉
いずみ

 知
ち ほ

芳ちゃん
（高倉町大瀬八長）

２
さい

大
おおつき

月 悠
はるか

ちゃん
（川上町領家）

６
さい

大
おおつき

月 彩
あや

ちゃん
（川上町領家）
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市民のページ

雨
上
り 

畑
に
入
れ
ず 

如
月
に 

百
姓
婆
は 

春
を
待
つ
の
み

思お
も

い
出
の 

一
年
前
の 

オ
ー
プ
ン
で 

方ほ
う
こ
く谷

カ
フ
ェ 

コ
ー
ヒ
ー
の
味あ

じ

川か
わ
面も

敬け
い
老ろ

う
新
年
宴え

ん
会か

い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
友と

も
さ
が探
し
最さ

い
後ご

に
藤ふ

じ
も
り森
さ
ん
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

寒か
ん

に
入
り 

寒
さ
に
耐た

ゆ
る 

木
も
草
も 

春
を
待
つ
陽
の 

過
疎
の
集
落

こ
よ
み
で
は 

春
と
言
へ
ど
も 

毎
朝
の 

小
雪
つ
も
り
て 

太ひ陽
の
春
を
ま
つ

卆そ
つ
じ
ゅ寿

わ
れ
を 

祝ほ

ぎ
く
る
ゝ 

子
よ
孫
た
ち
よ 

幸
せ
な
れ
と 

只ひ
た

に
願
い
ぬ

流な
が
れ
去さ

る 

梅う
め
桃も

も
咲さ

い
て 

も
う
弥や

よ
い生 

幹み
き
う
す
赤あ

か
く 

桜さ
く
らの
準じ

ゅ
ん
び備

春は
る

が
来き

た 

新あ
ら

た
な
道み

ち
の 

先さ
き

も
道み

ち 

夢ゆ
め

に
向む

か
い
て 

ふ
る
さ
と
離は

な
る

ひ
よ
ど
り
が 

白
南
天
の 

実
を
食
べ
て 

飛
び
去
り
て
行
く 

ま
だ
寒
き
朝

振ふ

り
向む

け
ば 
国こ

く
さ
い債

津つ
な
み波 

押お

し
寄よ

せ
る 

安あ

倍べ

船せ
ん
ち
ょ
う

長
は 

空そ
ら

吹ふ

く
風か

ぜ
か

米
寿
す
ぎ 

人
の
手
か
り
ず 

風
呂
ト
イ
レ 

下
見
て
暮
ら
せ
ば 

今
は
幸
せ

山や
ま
し
ろ城

を 

霧き
り

に
浮う

か
べ
て 

高
梁
の 
川
は
流
れ
る 

と
う
と
う
流
る

ゆ
っ
く
り
と 

歩
け
ば
春
も 

ゆ
っ
く
り
と 

近
づ
い
て
来
る 

風
が
吹
き
来
る

松ま
つ

山や
ま

城じ
ょ
う 

と
を
く
に
な
が
め
て 

陣じ
ん

山
を 
今
朝
も
車く

る
まで 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
へ

道
端
に 

青
き
顔
出
す 

イ
ヌ
ノ
フ
グ
リ 

我
は
呼
び
た
し 

「
星
の
瞳
」
と

俳
句

大お
お
久く

保ぼ 

裕ゆ
う
子こ

さ
ん（
下
谷
町
）

短
歌

三み

浦う
ら 

操み
さ
おさ

ん（
成
羽
町
中
野
）

熊く
ま

本も
と 

金き
ん

太た

郎ろ
う

さ
ん（
中
井
町
西
方
）

川か
わ
か
み上 

艶つ
や
こ子
さ
ん（
津
川
町
今
津
）

原は
ら
だ田 

由ゆ

き
さ
ん（
高
倉
町
飯
部
）

赤あ
か
木ぎ 

文ふ
み
子こ

さ
ん（
備
中
町
西
山
）

小お

野の 

は
る
恵え

さ
ん（
原
田
南
町
）

宮み
や
も
と本 

宮み
や
き
ち吉
さ
ん（
川
上
町
七
地
）

池い
け

田だ 

利り

恵え

子こ

さ
ん（
落
合
町
阿
部
）

山や
ま
本も

と 

義よ
し
慧え

さ
ん（
川
上
町
仁
賀
）

杼と
ち
や
ま山 

豊と
よ
か
ず一さ

ん（
中
井
町
西
方
）

三み

浦う
ら 

数か
ず
馬ま

さ
ん（
成
羽
町
中
野
）

坂さ
か
た田 

昭あ
き

夫お

さ
ん（
松
原
町
大
津
寄
）

桝ま
す
が
み上 

秀ひ
で
雄お

さ
ん（
備
中
町
西
山
）

髙た
か
た田 

越え
つ

代よ

さ
ん（
宇
治
町
）

一ひ
と
ひ
ら片 

遊ゆ
う
し子
さ
ん（
成
羽
町
成
羽
）

菜な

の
花は

な
や 

あ
な
た
の
に
が
味み 

春は
る
の
味あ

じ

妹せ
の
尾お 

昌ま
さ
美よ

し
さ
ん（
東
町
）

川
柳

年
輪
と 

思
え
ば
皺し

わ
も 

気
に
な
ら
ず

②

①

動画で確認できます
西
に し い

井 孝
た か こ

子さん 
（高梁市手話ボランティアの会）

送ってください　
次号（４月号）分の締め切りは３月25日（月）必着です

①４月に１歳～６歳の誕生日を迎える市内在住のお子
さんの写真に、お子さんの氏名（ふりがな）、性別、生
年月日、年齢、住所、応募者の氏名と続柄、電話番
号を明記して送付してください。市ホームページでも
応募できます。応募いただいた内容は、広報たかは
しのほか、市行政放送、市ホームページ、公式動画サ
イトで公開します。
②短歌・俳句・イラストなどは、自作の未発表のも
ので、漢字にはふりがなを付けてください。氏名（ふ
りがな）・住所・電話番号を明記して投稿してくださ 
い。

問（送り先）〒 716-8501〔住所不要〕
    広報たかはし「市民のページ」係
　 ☎（21）０２１０　　
　　  hisyo@city.takahashi.lg.jp 市ホームページ

※
手
話
表
現
だ
け
で
な
く
相あ

い
て手

を
ね
ぎ
ら
う
表ひ

ょ
う
じ
ょ
う情

が
大
切
で
す

手し

ゅ

わ話
を
や
っ
て
み
よ
う
！

拳こ
ぶ
し

の
小こ

ゆ
び指

側が
わ

で
反は

ん
た
い対

の
腕う

で

を
２
回か

い

た
た
く

「
お
疲つ
か
れ
さ
ま
」
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▼
広
報
紙
を
担
当
し
て
２
年
が
た

ち
、
今
年
度
最
後
と
な
る
広
報
た
か

は
し
３
月
号
で
23
回
目
の
発
行
を
迎

え
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
広
報
紙
を
作

成
・
発
行
で
き
た
の
は
、
取
材
な
ど

に
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
の

お
か
げ
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
の

気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
、
来
年
度
も
市

内
で
活
躍
す
る
皆
さ
ん
の
姿
を
カ
メ

ラ
に
収
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
、
そ
の
様
子
を
分
か
り
や
す
く
伝

え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
引
き
続

き
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

（
髙
岡
裕
希
）

人口・世帯数
（人・世帯）

前月比
（人・世帯）

総人口 ３０，４９９ － 72

男 性 １４，７４１ － 35

女 性 １５，７５８ － 37

世帯数 １４，４３５ － 48
( 平成 31年２月末現在・外国人含む )

　市内の観光やイベント
の情報・空き家情報など
を発信するアプリです。
また、災害時などの緊急
情報も配信されます。

〔Android 用〕〔iPhone 用〕

問備中たかはし「町家通りの雛まつり」実行委員会事務局（高梁市文化交流館内） ☎ (21)０１８０

主な催し ※イベントは予告なく変更となる場合があります。
　雛飾り  ３月 29 日（金）～４月７日（日）

　開会式【人形の喜峯】
   ４月６日（（土）　午前９時 30 分～

　ステージイベント【人形の喜峯】
   ４月６日（土）・７日（日）  午前 10 時～午後４時

　町かどイベント【本町町家通り】
   ４月６日（土）・７日（日）  午前 10 時～午後４時

　町なみバザール【本町町家通り】
   ４月６日（土）・７日（日）  午前 10 時～午後４時

　人形供養（有料）【人形の喜峯】
   ４月６日（土）  午後１時 30 分～

日時　４月６日（土）・７日（日）
  午前 10 時～午後４時

会場　本町町家通り

※午前10時～午後４時まで交通規制が行われます。
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